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神田外語大学附属図書館所蔵洋学文庫にみる日本文化
松田
　　
清
はじめに
二〇一六年四月より本学洋学文庫の書誌的調査を開始し
た。戦後、京都の古書業界の重鎮であった古書肆春和堂の主人、若林正治氏が昭和十年代から四十年代まで、半世紀近くかけて収集したコレクションである。全体を見終わってはいないが、一点一点、手に取るたびに、収集者の幅広い教養と鑑識眼の高さがひしひしと伝わってくる。個人収集の洋学文庫としては質量ともに希有なものと思う。
日本人は十八世紀半ばからおよそ百 間はオランダ語を、
次の五十年間は明治の末までに、英語、フランス語 ドイツ語、ロシア語を次々に外国語として学習し その間にアイヌ語にも触れた。本学洋学文庫はこの百五十年間の外国語学
習、外国語教育にかかわる一大資料コレクションであるが、同時に 異文化交流史から日本文化を考察する上でも、貴重な一次資料である。
二〇一六年十一月十六日に開催された日本研究所主催の特
別講演会では、こうした観点に立ち、洋学 庫から異文化交流史にかかわる特徴的な資料を抽出し、 （一）イロハとＡＢＣ、 （二）和歌と俳句、 （三）香道と蘭学、のサブテーマからなる講演「洋学文庫にみる日本文化」を行った。本稿はこの講演内容をもと 執筆し、さら 補足敷衍したものである。
1　「いろは」とＡＢＣ
『大日本永代節用無尽蔵』
江戸時代において、児童の手習い、すなわち文字学習は
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「いろは」四十七文字の学習から始まった。漢字学習は楷書からではなく、生活に必要不可欠な草書体から始まった。そのことを端的にしめすのが、庶民にまで広く普及した字引、いわゆる節用集である。架蔵の『大日本永代節用無尽蔵』（文久四甲子年［一八六四］春改正増補四刻、江都書林須原屋茂兵衛、京都書林風月庄左衛門他）を例に取ろう。よく使用された傷み本で、初版は寛延三年（一七五〇） 、河邊桑楊子旧編である。
全体の構成をみると、本文は「いろは」引きの字引である
が、その前後および本文各丁の上欄 改版ごとに増補された生活百科事典となっている。本文 構成 単語の漢字表記を読みの最初の文字に従 「いろは」四十七文字の順に四十七分類し、 「いろは」の各見出し字のもとに、単語を乾坤、時候、神仏、官位 名字、人倫、支体、食服 器財、気形（鳥獣魚蟲など生類） 、草木、数量、言語の十三部門別に列挙する。分類語彙集を兼ねているのである。 使用者はまず、単語の読み仮名に従って 本文各行に墨筆大書された漢字表記の草書体を検索学習し、次に草書体の左脇に小さく添えられた対応する楷書体と各漢字の音訓を知る構造となっている（図
（） 。この構造は庶民にとっては日用の草書体の習
得が必要不可欠であり、楷書体は副次的な教養であったことを示している。
「いろは」四十七文字の起源は、伝説的には、弘法大師空海が諸行無常の教えを広めるために作ったという「いろは歌」 （色は匂へど散りぬるを我が世誰そ常ならむ有為の奥山今日越えて浅き夢みじ酔ひもせず）に求められるが、この節用集では「いろは歌」に触れることなく、百科項目のなかで、挿絵入りで別の伝説によって説明している（図
1） 。曰
く、 「往昔弘法大師、大伽藍造営し給ふに、 ろはにほへとと長斧を作り、番匠におしへしめ、材木の番付となさし 給ひしより、童蒙の手習初となれり と。仏教 説教臭 ほと
図 1　大日本永代節用無尽蔵（架蔵）
図 2　大日本永代節用無尽蔵（架蔵）
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んど消えて記号化した「いろは」は寺子屋における幼児の手習いを通して、庶民の文字文化のいわば血肉と化し、 「あいうえお」とＡＢＣに象徴される近代教育の普及のなかにあっても、長く命脈を保つことになる。『童蒙必見和漢洋以呂波帖』
明治初期の文明開化期におけるアルファベット教本は、従
来の手習いの「いろは」にならったものが圧倒的に多い。例えば、明治六年（一八七三）刊行の折本『童蒙必見和漢洋以呂波帖』 （鉄線甫閲、東園隆書、宝山堂梓）では、白抜きに大書された「いろは」四十七文字の各文字の中に、対応す漢字の楷書と草書 「以」 伊」 「呂 「路」など） 、片仮名と平仮名（ 「イ」 「い」 「ロ」 「ろ」など） 、アルファベット大
字と小文字の立体と筆記体（ 「
I 」 「
i 」 「
L
O
」 「
lo 」など） 、
ハングル（ 「
이
」 「
로
」な
ど）が配置されている（図３
）（
（
） 。
『阿蘭陀文字』
「いろは」と外国語学習の関係を蘭学時代に遡って
考察しよう。青木昆陽『阿蘭陀文字略考』の編集、 『解体新書』の刊行（安永三年、一七七四）に始まる蘭学勃興期には、備忘録的に日常的な類語を集めたオランダ語単語帳が多く作られた。これらは収録語彙数が少なく、本格的なオランダ語学習のためよりは、むしろ好事家的な異国趣味を満足させるものが多かった。天明期（一七八〇年代）に作られたと推定される『阿蘭陀文字』と題する横小本がその例である。格言、十二ヶ月の月名 四季名、七曜名、 金名、十二宮名、七惑星名、四方名、主要国 などを収める。しかし、文
法知識がないため、 「
N
ederland　
和蘭
　
F
ransch 
拂郎察
　
E
ngeland 
暗乂利亜
　
Italiaan　
意太利亜」の
ように、国名と国民・言語の名詞・形容詞とが混同されて る。こ 場合、
F
ransch 、
Italiaan
は国名とし
てはそれぞれ
F
rankrijk 、
Italië
でな
ければならない（図
1） 。
『蘭語訳撰』
文化文政期（十九世紀最初の四半
世紀）は蘭学発展期にあたる。この時期になると 者たち オランダ
図 3　童蒙必見和漢洋以呂波帖
［16182］　　　　　
図 4　阿蘭陀文字［32815］
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語文法の基礎知識を習得し、多少とも正確にオランダ語の読み書きが出来るようになる。その需要に応え、蘭癖大名の一人、中津藩主奥平昌高（一七八一〜一八五五）がオランダ語を書くための日蘭語彙集『蘭語訳撰』 （一八二二）二巻を編集刊行した。
幕府天文台の翻訳助手に採用された元オランダ通詞馬場佐
十郎の稿本 昌高の家臣神谷弘孝（ひろよし）が刊行したので、和洋折衷装丁である。すなわち、左袋綴じの和本であるが、綴じは糸ではな 鋲止めであり、蘭書にならって蘭文標題紙が付けられ、
W
O
O
R
D
E
N
B
O
E
K
 / M
inam
oto 
M
asataka / K
am
ija F
ilojosi. の三行にはルブリケーションが
施されてい 。本文は節用集に らって、見出し語七千余を「伊呂波」四十七文字にしたがって区分し 各区分に収録された単語を天文、地理 時令、数量、宮室 人品、家倫身体、神仏、器用、衣服、飲食 文書、銭穀、采色、人事、動物、植物、の部門に分類し、各見出 語には読み仮名をつけ、訳語のオランダ 対置している。例えば、 「 （うんき）温気
　
W
arm
te 」 「 （うてん）雨天
R
egen w
eer 」 「 （うみ）海
Z
ee 」 「 （うしほ）潮水
Z
ee w
ater 」の如くである（図
1） 。
洋学文庫は『蘭語訳撰』の第二巻を二本所蔵している。一
本は「大江氏」と「大江範聖」 印記をもち、奥平昌高 侍医大江春塘の子孫の旧蔵本と推定される（図
1） 。もう一本
は元の装丁のまま、表紙 鋲止め、蘭文題簽、表紙の小口に用いられた竹芯が残されている。印記の「詳證館」は内田弥太郎（五観、一八〇五
〜
一八八
二、高野長英門人）の数学塾であり、詳證は数学を意味する漢語である。 「瑪得瑪弟加 士」は内田弥太郎
指す
）（
（
。また、収集した若林正治が「春龢堂」の印記を残して
いる（図
1） 。この詳證館本の第一巻は泣き別れの状態で、
早稲田大学洋学文庫に収蔵されている。
既述のように、節用集は「いろは」引き辞（ことば）典と
部門別の事（こと）典を兼ねていた。これに対し、オランダ
図 5　和蘭訳撰［32828］図 6　和蘭訳撰［32828］
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通詞や蘭学者たちが利用したオランダ語版百科事典はアルファベット順であり、文化十四年（一八一七）までにオランダ商
館長ヘンドリック・ドゥーフがフランソワ・ハルマ『蘭仏辞典』 （一七二九）をもとに、オランダ通詞の協力を得てほぼ完成させた蘭和辞典、いわゆる「ヅーフハルマ」もアルファベット順の一般語辞典である。 「ヅ ハルマ」は文政年間から蘭学塾に写本の形で広まり、それまでの「江戸ハルマ」（寛政八年一七九六成）に頼っていた蘭学生たちのオランダ語力を飛躍的に高めた。蘭学生たちは「ヅーフハルマ」の筆写をとおして、アルファベット順配列に親しんだ。
また、文政年間から先進的な蘭学塾では、オランダ語医書
からの翻訳を教授するのではなく、オラ ダ語の文法書、医学書、理化学書の原典を直接講読する いわゆる原典主義が採用されるようになる。その過程でオランダ やラテン語の専門用語を集めたアルファベット順の語彙集が生まれ 。文化文政の蘭 発展期に、限られた蘭学塾の範囲ではあった
が、日本において「いろは」順の文字文化からアルファベット順の西洋文字文化への転換が始まったのである。ボイス『新修学芸百科事典』
蘭学の勃興した天明年間、一七八〇年代から舶載され、一
八六〇年代まで、蘭学者たちが重用したアルファベット順配列のオランダ語百科に、ボイス編訳『新修学芸百科事典』（アムステルダム、一七六九
〜
七八）十巻がある。小項目主
義のこの事典はロンドンの出版者オーウェンがディドロ、ダランベール フランス百科全書を縮約編集して刊行 英語
百科事典を翻訳家エフベルト・ボイスがオランダ語に編訳したもので、毎葉多数の小図からなる銅版図版二八二 も英語原書の図版を踏襲している。
洋学文庫所蔵本（図
1）は「京
都出張兵部省印」 「大阪医学会」「石橋栄達蔵書」の印記がある（図
1） 。石橋栄達は旧制第三高等
学校教授で、洋学資料の収集家でもあった。各巻の見返しに貼られたアムステルダムのファン・ク
図 7　和蘭訳撰［16103］
図 8　ボイス　新修学芸百科事典［33453］
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レーフ兄弟（
D
e G
ebroeders van 
C
leef ）書店のラベル（図
（1）は、
この百科事典が文久二年（一八六二）の幕府遣欧使節将来品であることを示している。『縮約ショメール事典』
洋学文庫には江戸時代にボイスの百科辞典ほどしばしば舶
載されなかったが、十八世紀末までの欧州の産業発展を踏まえた、コンパクトな八折り版のオランダ語百科辞典『縮約ショメール事典
　
または都会人と田園人のための家政学提
要』 （アムステルダム、一 〇〇
〜
一八〇四）四巻がある
（図
（（） 。アルファベット順配列、大項目主義の農業・博物学
事典で、銅版手彩色図版二十二枚を含む。オランダのフリースラント地方の中心都市レーワルデン 活躍した啓蒙的な編
集者デ・シャルモットがディドロ、ダランベールの『フランス百科全書』をもとに、ショメール『家政事典』蘭訳（一七四三）二巻本を大幅に増補改正して出版した『ショメール日用百科事典』 （一七七八、正編七巻）とその続編九巻（一七八七〜一七九三）を農業・博物関係項目に絞って縮約し、さらに時代に即応した内容に改編したものである。
江戸時代舶載の四巻揃いは大変な稀覯本であり、他には京
都の本草漢学塾、山本読書室に伝わったものを確認しているにすぎない。この山本読書室本は山本読書室の門人 りパトロンでもあった伊勢商人・物産家の西村広休の旧蔵本る。一方、洋学文庫本は「川北文庫」の蔵 印から 博物学者伊藤圭介の門人で伊勢国朝明郡川北村の本草学者丹波修治
図 9　遊紙の印記［33453］
図 11　縮約ショメール事典［32849］
図 10　見返しの書店ラベル［33453］
図 12　銅版手彩色図版
　　　キノコ［32849］
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の旧蔵本と分かる。銅版手彩色図版に挿入された付箋には、丹波 手によるものらしく「上図
　
食用クワムピグノン」
「下図
　
一般食用菌類」などの墨書が見られる（図
（1） 。 「ク
ワムピグノン」はフランス語のキャプション「
cham
pignon 」
の誤読である。『和蘭字彙』
蘭学の発展した文化文政期から蘭学の取り締まりが厳しく
なった天保期を経て、ペリー来航によって惹起された全国的な蘭学ブームに至るまで 蘭和辞典「ヅーフハルマ」は写本で流布したが、幕府官医桂川甫周国興（く おき）は高まる需要に応えて、安政三年〜五年（一八五五〜五八）に幕府
許可を得て「ヅーフハルマ」を『和蘭（おらんだ）字彙』の書名のもとに刊行した（図
（1） 。「字彙」の語は中国の漢字
字典『字彙』 （一六一五）に倣って付けられており、見出し語のアルファベット順配列を表 ていない。底本は商館長ドゥーフの離日（一八一
七）後、幕命によってオランダ通詞たちが増補改訂し、天保五年（一八三四） 完成した「阿蘭陀辞書和解」であった。この場合「阿蘭陀辞書」はハルマ『蘭仏辞典』を指しており、 「辞書」はオランダ語
w
oordenboek
の訳語であったが、
その後、初の本格的な英和辞典であり、英学時代の始まりを告げる『英和対訳袖珍辞書』 （洋書調所、一八六二）の書名のなかで、
dictionary
の訳語として引き継がれていく。
坪井信道門人の単語帳
オランダ語文法の学習を基礎とするオランダ語医書の講読
を、初めて本格的に取り入れた蘭学塾は蘭方医坪井信道が文政十二年（一八二九） 江戸深川上木 三好町に開いた安懐堂であった。三年後には深川冬木町に蘭学塾日習堂を く。信道の門人たちが編集したアルファベット順配列の医学用語集は次々に医学生間で筆写され、数多く 写本が伝わっている
）（
（
。洋学文庫はその中でも最初期の状態を伝える貴重な写本を
所蔵する。 「薬名アベセ引
　
コンストウォルド
　
合」との題
簽を持つ伊藤圭介旧蔵本 る。 「尾張伊藤氏記」 「尾張伊藤圭介之記」の印記と「
Itookeiske 」の墨書がある。前半の
「薬名アベセ引」 （一二五丁）は次頁の図
（1左に翻字した蘭文
標題（図
（1）を持つ。
図 13　和蘭字彙　扉と例言［16096］
ブック 1.indb   165 2017/02/24   11:39:35
166
これを訳せば、
「羅蘭・漢和・薬名集
　
坪井塾生編
　
宇田川榛斎等校閲
　
江戸
　
天保五 〈元〉
年」となる。見返しに「千八百三十年
　
天保元年也」
の墨書があるとこ
ろから、蘭文の年数は当初「
tenpo jaar （ 」 （天保元年）と書
き入れ、後に「
tenpo jaar 1 」 （天保五年）と訂正したことが
分かる。すなわち、最初の坪井塾安懐堂で天保元年に編集され、のち天保五年までに増補されたものと思われる。宇田川
榛斎（玄真）は坪井信道の師であり、後援者であった。見出し語は主として次の蘭方薬物書三種（いずれも宇田川玄真訳・宇田川榕庵校）からオランダ語・ラテン語の薬名二三六八語を選んでアルファベット順に配列し、訳語を採用した薬物書は次のごとく（薬） （名） （補） 略号で示される。
（薬） 『和蘭薬鏡』初編三巻（一八二〇）（名） 『遠西医方名物考』三十六巻（一八二二〜二五）（補） 『遠西医方名物考補遺 九巻（一八三四）後半の「コンストウォルド」 （五十八丁）は上掲の蘭文標
題を持つ。書名らしく訳せば、 「Ｍ・Ｏ・ケンゾー編
　
Ｏ・
Ｇ・サンペイ改訂大増補
　
アルファ
ベット順配列
　
医薬関連術語集
　
江
戸
　
天保五年」となる。
「Ｍ・Ｏ・ケンゾー」 （三尾謙造）は備前岡山出身の坪井信道門人であるが、履歴など詳細は分からな
い
）（
（
。
「Ｏ・Ｇ・サンペイ」は天保二年（一八三一）に坪井信道に入門した
　
緒方洪庵である。 「コンストウォルド」の原語はオランダ語konstw
oord
または
kunstw
oord （術
語）である。中見出し「
G
A
」から
図 14　薬名アベセ引　標題紙
［33231］ 　　　
Latijnsche, hollandsche
en
Chinesche, Japansche
namen
der
geneesmiddelen
verzameld
door
Leerlingen in tuboi,
en herziend door
W. d. G, Sinzai enz.
 Te edo,
　　　　　tenpo jaar 1 <（>
Verzameling / van de / Kunstwoorden, 
/ Betrekkelijk de genees- / middelen, / 
door M.O. kenzoo / en daarna verbeterd 
en zeer / vermeerderd, zelfs alphabe- / 
tisch gerangschikt / door O.G. Sanpij. / 
te edo, tenpoo 1.
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例を示せば、
gargarism
a　
嗽剤
gallinai[sic]　
鶏
gallic[sic]　
フランス
galactophorum
　
乳汁ヲ湧出ス
とあるように、本文の見出し語のラテン語は往々にして文
法的に不十分であるが、当時としては致し方ないことだろう。
gallinai は
gallinae 、
gallic
は
G
allica
の誤記である。
坪井信道塾はいわゆる宇田川三代（宇田川玄随、玄真、榕
菴）の流れを汲み、江戸の蘭学塾のなかでも 最高水準の原典主義教育と臨床医学教育を実践したことで知られる。宇田川玄随（一七五五
〜
九七） 、玄真（一七六九
〜
一八三四）は
桂川甫周国瑞および大槻玄沢の門人 り、榕菴（一七九八〜一八四六）は馬場佐十郎から当時最高 オランダ語文法知識を学んだ。
坪井信道は文政五年（一八二二）に宇田川塾で「ヅーフハ
ルマ」を三部筆写して学費を得たことで知られる。坪井信道塾からは大坂で適塾を開いた緒方洪庵（一八一〇〜六三）のほかに、幕府蕃書調所教官となった川本幸民（一八一〇〜七一） 、京都で蘭学塾時習堂 広瀬元恭 二一
〜
七
〇） 、佐久間象山にオランダ語 教授し 黒川良安七〜九〇 など優れた 者が輩出した。
蘭学者の洋印
蘭学勃興期に、長崎でいち早く西洋医学を標榜し、医学塾
「成秀館」を開いたオランダ通詞吉雄幸左衛門はアルファベットの洋印「
JO
SIW
O
」を落款や蔵書印として用いた。こ
の趣味を江戸で最初に取り入れたのは桂川甫周国瑞であろう。 「
H
O
Z
U
W
」の蔵書印が大槻玄沢旧蔵のヨンストン『動
物図譜』に捺されている
）（
（
。広瀬元恭の洋印は自分の肖像の周
りにアルファベットで「
JA
P
A
N
・
F
IL
O
C
E
」と彫り込んだ
円印である（図
（1） 。
幕末の銅版彫版師の間ではアルファベットの署名が流行し
た。玄々堂二代目松田緑山の『銅版新鐫極細画便覧』 （松田緑山鉄筆、皇都玄々堂発行、乾坤二冊、折帖）に張り込まれた春燈斎岡田義房（儀七郎）の蒸気機関車図（図
（1）には、
蘭文署名「
Suntooe cij 」 （図
（1）
が認められる。これは「しゆんとうさい」のオランダ語式ローマ字表記である。春燈斎は山本読書室に出入りした彫版師で、バクテリアの顕微鏡観察図を彫り込んだ土田英章著『 虫図』 （嘉永元年一八四八刊
）（
（
）や山本亡羊著『嘉永二
年己酉名花七十二候
）（
（
』などの微塵
図 15　広瀬元恭蔵書印［32809］
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銅版画を残している。アルファベット文字の普及
天保十年（一
八三九）正月、京都で『和蘭文字早読伝授』（折本、堺屋仁兵衛版）が発行された。文化十一年（一八一四）春に大坂の
秋田屋太右衛門が出した初版の再版である。 「穵別泄（アベセ） 」の標目のもとに、アルファベット二十六文字にそれぞれ「
A
ア」 「
B
ベ」 「
C
セ」 「
D
デ」 「
E
ヱ」 「
F
フ」
「
G
ヘ」 「
H
ハ」 「
I/J
イ」 「
K
カ」
「
L
ル」 「
M
ム」 「
N
ナ」 「
O
オ」 「
P
ヘ」 「
Q
ク「
R
ラ」 「
S
サ」 「
T
テ」
「
U
ウ
/
ユ」 「
V
ハ」 「
W
ハ」 「
X
ス」 「
Y
イ」 「
Z
ト」の名称
を与えている。
江戸時代に手習いに使われた折本の仮名手本は「いろは」
四十七文字の片仮名、平仮名、変体仮名、楷書、行書、草書、などの手本を示すものであっ
た
）（
（
。本書はこれに倣って、
「いろは」のアルファベット表記を、 「メルクレツテル」（
m
erkletter 、ローマン書体大文字立体） 、 「ロームスレツテ
ル」 （
rom
einsche letter 、ローマン書体小文字立体） 、 「テレ
ツキレツテル」 （
trekletter 、筆記書体小文字） 、 「ドルクレツ
テル」 （
drukletter 、ゴシック書体小文字） 、 「イタリヤーン
スレツテル」 （
italiaansche letter 、イタリック書体小文字） 、
「イタリヤアンスホウフトレツテル」 （
italiaansche 
hoofdletter 、イタリック書体大文字） 、 「ホウフトテレツキレ
ツテル」小文字（
hoofdtrekletter 、筆記書体大文字）の七つ
の書体で表示している。 「いろは」四十七文字に、 「ば」 「ぱ」「ぼ」 「ぽ」など濁音、半濁音の文字を加えてアル表記を対応させているのが特徴的である（図
（1） 。
著者の廬橘菴田宮仲宣（一八一五没）は戯作者であるが、
「和蘭の音ハ直音もあれど多分拗 也。梵書と同じ様なる処多し。梵書よりハ遥かに簡易な もの也。字原二十六内アイウエオユの字母を除て残二十字アイウヱオユの音母字に接て字を作る也。これをアベセテツ レンと云。皇国 いろはと
図 16　松田碌山　銅版新鐫極細画便覧［33401］
図 17　春燈斎　蘭文署名
［33401］ 　
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云義におなじ」と述べるように、その解説は悉曇や蘭学の知識を交えた比較文字文化論として興味深い。アルファベットの七つの書体は藤林普山の『訳鍵凡例附録』 （跋文化七年二月）に依拠 たと思われる。
ペリー来航によって
惹起された蘭学ブームのなかで、アルファベット二十六文字はより広く日本人の文字文
化に浸透していくが、アルファベットの読み方は必ずしもオランダ語の正規の発音に従わなかった。「己未ノ崎陽舟中和蘭語遷聞書」 （横本、二八丁）は安政六年（一八五九）に長崎の船中で 道誠なる人物が聞書きし、翌年作成したイロハ引きの日蘭単語帳であ 。打ち付け書き題名中の「遷」は「選」 当て字であろう。 らかじめイロハ順に配列した日本語に片仮名書きのオランダ語を書き入れ
ている。例えば、コの項目には、 「号令コンマンデール
　
腰
掛スツール
　
暦アルマナコ
　
後家ナーホイス
　
氷砂糖カン
デー ソイクル」とある。カナ書きにはそれぞれcom
m
anderen 、
stoel 、
alm
anach 、
nahuis 、
kandijsuiker
の
オランダ語が対置されるが、com
m
anderen
は「号令をかける」とい
う動詞であり、 「号令」は
com
m
ando
ま
たは
com
m
andem
ent
でなければならな
い。 「後家」に当てられた
nahuis
は直訳
の和製オランダ語であり、正しくはw
eduw
e
とすべきである。
情報提供者はオランダ語を学習した日
本人船員と思われる。また、この単語帳に示されたアルファベット文字には「ア
　
ブ
　
ク
　
ト
　
ヱ
　
フ
　
グ
　
フ
　
イ
　
ヰ
　
ク
　
ル
　
ム
　
ン
　
ヲ
　
プ
　
キ
　
ユ
　
ル
　
ス
　
ト
　
ユ
　
フ
　
ウ
　
キス
　
ヱイ
　
せ」
という呼称が付けられている（図
（1） 。
A
B
C
をオランダ語式に「アーベーセー」
ではなく、 「アブクト」あるいは「アブクド」と呼んだ独特の習慣が幕末明治初期にあった証拠である。安政年間に長崎
図 18　和蘭文字早読伝授　再版（京都 1839）［32811］
図 19　己未ノ崎陽舟中和蘭語遷聞書［32950］
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の船に乗り込み、オランダ語を習得していた日本人船員といえば、安政三年〜五年の長崎海軍伝 参加者か、その影響下にあった船員と推定される。足羽県活版局の外国語教科書
明治五年四月、足羽県活版局は八月二日の学制発布に先駆
けて、英語入門書『官許ホルストブック』とドイツ 教本『官許独学階梯』 （左四眼袋綴じ、小本、五十丁）を金属活字版で翻刻出版した。さらに同年初冬九月には、 「足羽県小学校内頒行本」として木活字版の『英綴字』 （木活字版、 「福井藩頒行本」 、美濃判、本文二十一丁）が出版された。これら足羽県出版の外国語教科書が三点揃って収蔵されているのは洋学文庫の他に例がない 思われ、大変貴重である。『官許ホルストブック』 ［
11111 ］は左結び綴じ、本文十八
丁、縦一四七㎜、横一〇〇㎜。表紙中央の匡郭内に「官許／明治五年壬申 月翻刻／ホルストブック／
　
活版局」
と整版で印刷し（図
11） 、標題紙（
p.[（] ）の「
F
IR
ST
 B
O
O
K
 
/ O
F
 / L
E
SSO
N
S / F
O
R
 / T
H
E
 U
SE
 O
F
 SC
H
O
O
L
S. 」以
降、英文序文（
p.[1] ） 、本文（
pp.1-11 ）の末尾まで、すべて
活版である。本文はアルファベット、母音、子音、イタリック書体、数字、発音と綴りを表示したあと、
L
essons I から
L
essons X
X
X
まで、簡単な例文から複雑な例文へと段階的
に発音練習を課している。翻刻の元になった原書は文部省刊行『准刻書目』（壬申四月）が左記のように示す。
フロストボック
　
出板
　
足羽県学校
　
一冊
一八六八年英国ダフリンニテ出板セルヲ翻刻ス
この一八六八年版は、
B
ritish L
ibrary O
nline C
atalogue
に
記載のある、
F
irst B
ook of L
essons for the use of schools. 
C
om
m
issioners of N
ational E
ducation. A
lexander T
hom
: 
D
ublin, （111. の後刷本と思われるが、所在は確認できていな
い。内容的には上カナダ公教育評議会の監修になる左記のトロント版が『官許ホルストブック』とよく一致することを確認できた。
F
irst B
ook
 O
f L
esson
s, F
or T
h
e U
se O
f S
ch
ools.　
A
uthorized by the C
ouncil of P
ublic Instruction for 
U
pper C
anada.T
oronto, R
obert M
cP
hail, （111
）（
（
.
図 20　官許ホルストブック
ブック 1.indb   170 2017/02/24   11:39:36
171
洋学文庫にみる日本文化
F
irst B
ook
の読みを「フロストボック」と表記する例は
他に見ないが、
F
irst
を「ホルスト」と表記するのは当時珍
しくはなかったようだ。 『英語単語図解』 （明治五年刊［（1111 ］ ）では「
P
art I 」を「パート
　
ホルスト」と読ませ
ている。また、明治初期に「御書物師
　
三家村佐平」 （東京
小伝馬町壱丁目
　
弘文堂主人）が作成した洋学教科書販売目
録「口上書」 （写本［
11111 ］ ）には、
　
一ミツチヱル
　
ホルストレツシヨン
一バスケルス
　
ホルスト
の例が見える。それぞれ、左記の原書名の略称である
M
itch
ell's F
irst L
esson
s in
 G
eog
rap
h
y
 for Y
ou
n
g 
C
hildren.
P
arker's F
irst L
essons in N
atural P
hilosophy. 
『官許独語階梯』は左四眼袋綴じ、五十丁。縦一七九㎜、横一二七㎜。表紙中央の題簽「官許
　
独語階梯
　
全」 、見返
し扉題「官許／明治五年壬申四月新鐫／独語階梯／足羽県
　
活版局」 、一ウ（一オは白紙）のゴシック書体によるハーフ
タイトル「
deutsche / lese-und / uebungsbuch. 」はいずれも
整版である。標題紙（二オ、図
1（）の匡郭内を翻字すれば左
記の如く そのうち最初の三行「
D
as / deutsche / 
lese-uebungsbuch 」はゴシック書体による整版、他の行は
ローマン書体の活版である。
全体に丁付けはなく、二ウは白紙。本文はすべてローマン
書体の活版である。 『絵入独逸学蒙求』 （荒川文平訳、明治五年、東京、鈴木喜右衛門刊、整 、 ［
（1111 ］ ）のようにゴ
シック書体を使用していない。本文は三オ（
p.1 ）から始ま
り、アルファベットの文字と発音（
pp.1-1 ） 、
P
art I （
pp.（-
11 ） 、
P
art II （
pp.（-11 ） 、
P
art III （
pp. （-11 ） 、練習課題（
D
ie 
A
ufgabe für erlernung. pp.（-1 ）のように各部独立したパジ
ネーションを持つ。
P
art I
〜
P
art III
はそれぞれ段階的に伝統文法 学ぶた
図 21　官許独語階梯［16516］
D a s  ／ d e u t s c h e ／  l e s e -
u e b u n g s b u c h ／  z u m  ／
Gebrache[s ic ] ／ für ／ die 
Schüler ／ welche die deutsche 
／ Sprachlehere zu ／ lernen ／
beginnen. ／―　／ ASWAKEN.
／ Fünftes Iahr von Meidjj.
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めの例文集となっている。末尾（五十オ）には次のような足羽県学校教官の奥書が左から縦組みで活版印刷されている。ただし、■は誤植を抹消したもので、元の漢字は判読出来ない。
我邦独学ノ開闡日浅フシテ舶載ノ書モ亦乏シ因て英国〔アーン〕氏彼紀元千八百五十七年対訳セシ日耳曼書中ヨリ其章句簡要ニシテ用法正純ナル者ヲ撰ンテ之ヲ纂集シ以テ校内語学生ノ誦習ニ便ナラシムト云爾
　
 
明治五壬申四月上浣足羽県学校教官■識
これによって、翻刻に利用した原書はドイツの言語教育者
フランツ・アーン（
F
ranz A
hn, 一七九六
〜
一八六五）が一
八五七年に著した初級ドイツ語教科書と推定されるが、そ原タイトル、出版地、発行者等の書誌事項 内容は不明である。アーンはドイ 語のみならず、フランス語、英語、オランダ語、ポルトガル語など近代諸語の教科書を欧州各地で出版している。『英綴字』は左四眼袋綴じ、二十一丁。縦二三〇㎜、横一五二㎜。表紙中央の題簽「明治五年初冬刊／英綴字／足羽県／小学校内頒行本」許
　
独語階梯
　
全」は整版（図
11） 。本
文にパジネーション、丁付け、いずれもなく、全丁に匡郭を
施す。一オの左下、綴じ目と匡郭の間に「福井藩頒行本」と印刷されているところから、本文は明治四年七月の廃藩置県以前に印刷されたと推定される。最初の三丁は整版により アルファベットのローマン書体（
T
he R
om
an ）の大文字（一オ） 、小文字（一ウ） 、アル
ファベット筆写体（
T
he Script ）の大文字（二オ） 、小文字
（二ウ） 、ローマ数字（
T
he R
om
an notation, 三オ） 、アラビ
ア数字（
T
he A
rabic notation, 三ウ）が表示され、第四丁か
ら最終丁（図
11）までは欧文木活字による活版である。
この整版による三丁分の典拠は不明であるが、第四丁以降
の欧文木活字の部分は幕府開成所刊行の『英語階梯』 （慶応二年、木活字版［
（1111 ］ ）からの抜粋であり、そのルーツは
英国の文法学者リンドレー・マレーが著した英語綴り字書、
図 22　英綴字　表紙［16200］
図 23　英綴字　本文末尾［16200］
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L
indley M
urray, E
nglish Spelling­B
ook. P
aris, （111. にある。
『英綴字』の木活字は『英語階梯』の木活字よりも大きく読みやすい。
洋学文庫の『英綴字』は「
T
his book belong ［
sic ］ to H
 
T
anabe 」 「田辺白龍英学先生」 「越前国南條郡坂口村
　
少林
寺徒弟
　
苗代益隠」 「曹洞学林宗費生
　
苗代益隠」 「明治廿三
年八月廿四日」などの書き入れから、田辺白龍なる英語教師から、その生徒苗代益隠に譲られたものと推定される。アルファベット二十六文字に付けられた「エー
　
ビー
　
シイ
　
デ
イー
　
イー
　
エフ
　
ジー
　
エツチ
　
アイ
　
ゼー
　
ケー
　
エル
　
エム
　
エン
　
オー
　
ピー
　
キユ
　
アル
　
ヱス
　
テイー
　
ユ
　
ヴー
　
ダブルユー
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苗代が明治二十三年頃に書き入れたものだろう 明治五年当時はどのような読みが教授されたのか、知りたいところである。
明治五年における『ホルストブック』と『英綴字』の使用
状況について 、同年十一月、大野小学校 教員が足羽県学校掛に対して、生徒増に る不足分を補うために、 『ホルストブック』五十部と『綴字書』百部の斡旋を求 た事例が報告されている
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和歌と俳句
洋学文庫には江戸・明治期日本人の外国語学習に関する資
料に混じって、日本文化の基調をなす和歌や俳句、漢文にかかわる異文化交流史資料も含まれる。ここでは、その中から、欧州の日本学黎明期にパリで日本語日本文学を教授したフランス人学者レオン・ド・ロニーの『日本語考』 （パリ、一八五六） 、クナシリ島でアイヌ風俗を詠った旗 羽太正養（はぶと・まさやす）の「蝦夷地歌仙」 （一八〇一） 、商館長ヘンドリック・ドゥーフ 俳句を収録した『四海句雙紙
　
初
編』 （一八一六） 、ライデン大学の日本学者ホフマンが日本人留学生の津田真 郎と西周の協力をえて出版した『大学
　
和
字旁訓』 （ライデン、一八六三）を取り上げる。ロニー『日本語考
レオン・ド・ロニー（一八三七〜一九一四）は来日するこ
となく、シーボルトが石版で翻刻した節用集『和漢音釈書言字考
T
hesaurus L
inguae Japonicae 』 （ライデン、一八三五）
をもとにほとんど独学で日本語を身につけ 。その日本語研究の最初の成果をまとめ、 開国後の欧州における日本語需要に応えるべく、当時欧州東洋学の中心地となっていたパ
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リで、日本語書名『日本語考』を冠して出版したのが、 『日本語研究序説』
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aisonneuve, （111. であった。
ロニーはこのとき弱冠十九歳。その略標題紙（ハーフタイトルページ）と 紙（タイトルページ）の間には、日本式に匡
郭を三分し、石版で「囉尼小儒輯著／日本語考
　
全一本／巴
里城
　
尼科
聚珍房印
　
墨頌訥仏書肆発客」と印刷した扉が
挿入されている（図
11） 。
扉の「日本語考」の草書体はロニーの手になるものであろ
う。 「囉尼」はロニーが使用した漢字名であり、序文末尾には署名に代えて「勒温囉尼」 （レオン・ロニー）の印記を用いている。 「小儒」は謙遜を示す。 「尼科
（ニコラ）聚珍
房」とは東洋諸語の活字を所有していたマリウス・ニコラ（M
arius N
icolas ）印刷工房のことで、ロニーは序文でニコ
ラ氏に謝辞を述べている。 「墨頌訥仏」は東洋学専門書肆メゾヌーヴの音訳である。
この高度な日本語教科書には読解練習（
E
xercice de 
lecture ）の
教材が二種、掲げられている。第一教材は千字文の読み下しの抜粋（天地玄黄から乃服衣裳まで）を片仮名
書きと平仮名書きで示している。すなわち、仮名書きは「アメツチハ
　
クロク
　
キナリ。 」で始まり「スナハチ
　
コロモ
ヲ
　
キル。 」で終わる。平仮名書きは「あめつちハくろくき
なり。 」で始まり「すなハちころもをき 」で終 る。片仮名、平仮名ともに活版であり
）（（
（
、ローマ字に転写したテキスト
が添えられている。テキストのフランス語訳はなく、脚注で参考文献として親友のライデン大学日本学教授ホフマンのドイツ語訳を参照させる。
第二教材が天智天皇の和歌「秋の田のかりほのいほの苫を
あらミ我衣手ハ露にぬれつゝ」である（図
11） 。百人一首の
版本（版種不明）から和歌を石版で転写し、次頁に掲げたようにローマ字テキストにフランス語訳も加えている。この石版による原テキストの提示方式はパリ東洋語学校教授として
図 24　ロニー　日本語考［33140］
図 25　第二教材　天智天皇和歌
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長年行った日本文学講読の集大成『日本詩歌葉』A
n
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o
g
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（11（. に至るまで
一貫している。「蝦夷地歌仙」
大航海時代以
来、近代欧州諸国による海洋探検の結果、十八世紀末
には世界地図上、欧州人にとって未踏の海岸線は日本の北方とオーストラリア南東部のみであ た。フランス革命の時代に蝦夷地に対する地理学的、博物学的関心、またそこに住む諸民族に対する民族学的関心が欧州の 界において非常に高まったのは当然であった。シーボルトが日本滞在中（一八二三〜二九） 北方の地理情報を求め、アイヌ研究資料を収集した背景にはそうした欧州学 の渇望があった である。
一方、幕府は蝦夷地経営を本格化させるため、寛政十一年
（一七九九）に蝦夷地取締御用掛を新設し、旗本の羽太正養（はぶと・まさやす） 、松平忠明、石川忠房らを任命した。伊能忠敬が東蝦夷地沿岸測量を行うのは翌寛政十二年である。
洋学文庫には、享和元年（一八〇一） 、羽太が東蝦夷地を
視察中、クナシリ島の北端アトイヤで作ったという「蝦夷地歌仙」の写本（四丁、整理番号［
（1111 ］ ）がある。羽太は享
和二年には初代蝦夷奉行（のち箱館奉行）に任命されてる。この写本は左記の奥書にあるように、文化十四年（一八一七）年四月二日に知足軒なる人物が港安という和尚の入手した写本を筆写したものという。
享和改元辛酉の年、御目付役羽太庄左衛門（後箱館奉行ト成、安芸守ニ任ス）東蝦夷地巡見之節、クナシリ島の内ア イヤといふ所に風待滞留の時、歌仙の俳句を作り起、一時消閑之戯れといえ共 其風俗をいへり、今写して置候 時
　
文化十酉四月二日従港安和尚得之即時写之
知足軒
本文の各丁上欄には、羽太が歌仙に詠み込んだアイヌの風
俗に関する頭注が多く○印とともに付けられている（図
11） 。
当初、この頭注が誰の手になるものか分からなかったが、国会図書館古典籍資料室所蔵の写本（
111-（1 ） 、羽太正養著・
SECOND EXERCICE DE LECTURE.
TEN-DZI-TEN-Wō
           aki no ta no 
                    kari  fo  no
                             ivo no
                     toma wo
              arami
                    waga koromo de va
 tsǒ  yǒ ni nǒre tsǒ tsǒ. 　　　 
En automne, on fait la moisson dans les champs.
La natte qui couvre ma cabane
est  à claire­voie.
 Mon vêtement est mouillé par la rosée.　　
 Le dairi Ten­dzi­ten­wō　　
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新楽閑叟編注「蝦夷地俳諧歌仙」から新楽閑叟の注であると判明した。国会図書館本は蝦夷地取調御用の近藤正斎が寛政十一年六月二十一日付けでクナシリ島のアトイヤから『東游雑記』の著者古川古松軒に書き送った蝦夷紀行「正斎与古松書」の写本と合綴されている。
合綴された二写本には佐藤信淵の蔵書印「椿園蔵書」が捺
されており、巻末には佐藤信淵研究で名高い織田完之が明治十九年四月四日付けで、両写本とも佐藤信淵幼年の真筆であることを詠じた七絶を書き加えている。織田はこの写本を友人松岡万から示されという。
洋学文庫の「蝦夷地歌仙」は、この佐藤信淵自筆の国会図
書館本「蝦夷地俳諧歌仙」との照合により、次の二点において、新楽が編集した祖本の原初の姿 伝える貴重な写本であ
ることが分かった。
第一に、洋学文庫本は後書きに「クナシリ島の内アトイヤ
といふ所に風待滞留の時」とあるように、歌仙が巻かれた状況を詳しく伝えているのに対し、国会図書館本は左記のように前書きで「蝦夷地巡見の時」と記すのみである。
蝦夷地俳諧歌仙
　　　　　
新楽閑叟註
享和改元辛酉の年、御目付羽太庄左衛門（名正養、後箱館奉行となり、安芸守に任ず）蝦夷地巡見の時、六々の誹句を作る 一時消閑の戯作といへども、風俗を見るに足れり
第二に国会図書館本は編者の後書きに、左記のように「い
さゝかの注釈を標に掲ぐ」とある もかかわらず、注は標注（頭注）ではなく、本文中に置かれている。しかも、洋学文庫本が長句短句を合わせ書きしたものに、主に長句を対象として短い頭注を施しているの 対 、国会図書館本は長句と短句を分かち書きにして、長句短句それぞれに詳しい注を加えているのである。
右芸州君の歌仙、いまだ蝦夷地に游バざるものゝ暁し難からん事を思ひ、いささか注釈を標 掲ぐ、享和癸亥夏
図 26　蝦夷地歌仙［16549］
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五、東都の新楽閑箱館の官舎に筆を採る
次に、洋学文庫本の冒頭、発句、脇、第三から六句目まで
を参考のため、頭注とともに紹介しよう。頭注は紙面の都合上、長句短句の合わせ書きの左下に掲げる。
初鮭や千嶋に餘る蝦夷の秋
おく露深くかこふ丸小屋
○コノ国ハウヲヽモツテ五穀トス、鮭ハ上品米ノ如ク餘ノ魚ハ雑穀トス、故ニ鮭猟ノユタカナルヲ祝フコトナリ
茂りおふトヾの葉越に月もりて
ほり物細工さて奇麗なり
○トヾトハ日本ノモミノ木ノコトナリ、コノチ（地）山林ミナコノ木ナリ
手丈夫にアダツ仕込て冬籠
又もやきゆる砂の埋火
○アダツトハ魚ノ干物イナリ、飯米料ニ夷人ヲヽク貯フルコトナリ、コノ国ハ夏秋焚火ナリ、爐エ砂ヲ入テ常ニ入替、灰ノタマラヌヨウニスル故ニ埋ハモタヌナリ
羽太はロシア使節レザノフの部下フヴォストフが文化三年
（一八〇六）九月、カラフトを、ついで翌年四月に、エトロフを襲撃した露寇事件の責任を問われ、松前奉行を罷免になる。文化五年には長崎港にイギリス船フェートン号が侵入した。オランダ商館長ドゥーフは露寇事件と 事件への対策を迫られた幕府に協力しつつ、オランダの権益を守るために不利な国際情報を秘匿した。しかし、文化八年（一八一一）にクナシリで捕縛されたロシア船ディアナ号船長ゴローニンが部下とともに松前で幽閉中に、彼 部下ムールが松前奉行に差し出し 陳情書（文化九年四月五日付け）によって、幕府はナポレオン戦争下の新しい欧州情勢を知ることにな た。
文化年間はオランダ文法知識の普及と蘭和辞典「ヅーフハ
ルマ」の成立によって、それまでよりも正確な読解が可能になり、蘭学 発展期にあたるが、同時に幕府ロシア、イギリス、フランス三国がオランダにまさる世界的列強であることを幕府がようやく認識し始めた時代でもある。
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時代は下って、いわゆる安政の開国によって安政六年六月
（一八五九年七月）に開港し、長崎に代わる西欧文化受容の窓口になった横浜では、大小さまざまな横浜絵と呼ばれる錦絵や片々たる木版の横浜案内記が大量に生産消費されるようになった。黒船ショックで巻き起こった蘭学ブームはまだその勢いを保っていたが、そうした案内 のひとつ、 「横浜見物手引」には、 「イキリス」 「オロシア」 「フランス」の商人、フランス墓、オロシヤ墓、イギリス墓まで描かれているのに対し、かつて長崎案内記に描かれ よ なオランダ人、オンダ墓はもはやみられない。ちなみに、この案内記に捺 れた印文「漂譚楼」 （図
11）は『漂流奇談全集』 （一九〇〇）や
『明治事物起源』 （一九〇八）の著者として知られる石井研堂の号であり、書名 石井の命名 よる
『四海句雙紙
　
初編』
オランダ商館長ドゥーフは本国が一七九五年から一八一三
年まで事実上フランスの属国になり、ナポレオン戦争の余波でバタビアから交代の新任商館長が来なくなったため、一七九八年の来日から数えれば、一度バタビアに帰っているものの、一 一七年に離日するまで 都合十九年間日本滞在を余儀なくされた。そのため、 際好きの人柄と才気によって、俳句を作るほどに日本語が上達した である。
ドゥーフ以前に出島のオランダ人が俳句に接した珍しい例
を挙げれば、明和八年（ 七一）七月十五日 盆に、加賀の俳人堀麦水がオランダ商館 宴会 招かれた際、 「いざ給へ豚名月と興ずべき」 句を作り、オランダ通詞を介して商館長アルメナウルトに「俗談を雅にひく」という蕉風 俳諧精神を教えようとしたことがあった。 。麦水が「山中夜話」（一七七三）で自慢げに語っている逸話であ
る
）（1
（
。八月十五日
の「芋名月」を待ちかね、オランダ料理の宴席で名月をひと月早く楽しもうという興趣を詠じたものだが、 長には通じなかったようだ
ドゥーフの俳句は二つ知られている。ひとつは仙台の俳人
大屋士由が編集し、仙台国分町の加志和屋正六が上梓した『鵃
鮓集』 （みさごずししゅう） （一八一八序）に「春風やア
マコマ走る帆かけ船
　
阿蘭陀人」として、ほかの日本人の俳
図 27　横浜見物手引［33445］
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句と並べて掲載されている。アマコマは、あちらこちら、あちこちを意味する。おそらく古い長崎方言であろう。いまでも沖縄方言に残っている。この句集は『美佐古鮓』 （みさごずし）という題簽をもち、片仮名漢字交じり文を添えたローマ字書きの跋文があ
る
）（1
（
。その末尾に「
henderkdoef bats 
（1（1 apfil dertin daf　
和蘭改暦千八百十六年四月十三日
　
当
　
大日本文化十三年春三月十五日
　
通詞
　
子潮訳」とあり、商
館長ヘンドリック・ドゥーフが出島で作った跋文であることから、上記の阿蘭陀人は と判定 き
子潮の俳号をもつオランダ通詞が誰であるか不明である
が、この通詞がドゥーフに俳句の手ほどきをしたかもし ない。引用した跋文末尾の不完全な蘭文は、
H
endrik D
oeff 
bats （1（1 april dertiende dag （ヘンドリック・ドゥーフ跋、
一八一六年四月第十三日）とすべきであろうが、綴りの誤りの原因は分からない。
ドゥーフのもうひとつの句は、文化十三年（一八一六）七
月に江戸で出版された『四海句雙紙初編』 （二巻一冊）とう句集に収録されている 江戸の画家で俳人 玉蕉菴こと白川芝山が諸国の蕉風俳人の句作を編集したもので、洋学文庫の『四海句雙紙初編』は表紙 左上端の題簽がほ んど剥落していたためか、扉題 「四海句雙紙」の題字と「諸州蕉門名家四時句集之巻」の朱印 部分を切り取り、表紙の元題簽
の右脇に貼っている。
この句集の第二巻には、諸国の俳人の四季の句に加えて、
漢詩人や外国人の珍しい句を集めている。京都から江戸に移り画塾を開ていた関係で京都の学者文人と交友のあった玉蕉菴は、まず相国寺の禅僧で漢詩人 大典が東行の際に富士山麓をみて作った句（思ひきや愈なりけり不二の山）や儒者・漢詩人の皆川淇園 訪ねた際 淇園が初めて作った いう珍しい句（粒梨子も百日立てば弐百文）を載せ
ドゥーフの句は、文化八年（一八一一）の朝鮮通信使の一
人、卞判官の「俤やはれ行（く）水に月うたヽ」 、文化三年の琉球使節の一人、鄭嘉訓の「国づと 其ひとつなり不二の山」 、長崎の中国 王蘭谷の「日のもとヽおもへど寒 旅ごろも」 、同じく孟函九の「田うへ女の真似して見せよ菖蒲売」など、外国人の句の最後に位置し、図
11のように「阿蘭陀人
句」の題のもと 特別に半葉全面に、オランダ式ローマ字書
図 28　阿蘭陀人句［33371］
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きの整版で印刷され、カナ文字表記が添えられている。これを翻字すれば前掲のごとくである。
この句を翻字すれば「稲妻の腕を借らん草枕」となる。
ドゥーフがオランダ通詞のオランダ語力向上のために、通詞の吉雄権之助と協力して一八一〇年頃までに、ハルマ『蘭仏辞典』 （一七二九）をもとに編纂した蘭和辞典「ヅーフハルマ」初稿の自筆草稿は、日本語がすべてローマ字で書かれていた。この句も のローマ字書き自筆草稿によ ものと考えられる。
D
oef は
D
oeff
と綴るのが正しい。 「
H
:k 」は
H
endrik
の省略方式として正しい。
句の左下に「これは京祇園二軒茶屋にて女の豆腐きるを見
て其手元のはやきを感してしける句なり」と句の由来書きがある。大典や皆川淇園の句も、編者の玉蕉菴が直接本人から取材したものであることを踏まえれば、この解説を書き入れた玉蕉菴は、京都時代に実際に二軒茶屋でドゥーフの句作現場に立ち会ったか、あるいはドゥーフから直接、句を入手をしたと考えられ
秋里籬島『拾遺都名所図会』巻之二（天明七年刊）の
茶屋の説明によれば、祇園社の南大鳥居の内、西側に昔から茶屋があり、慶長の頃に東側に 建てて東西両翼 よう なり二軒茶屋というようになったという。また「此茶店今ハいにしへに変りてつねに菽腐（とうふ）を剪（きり）て田楽の
形とし、此一種を出して酒飯を售（うる） 。此所の風俗なりとて魚肉を賈（あきな）ふ事を禁ず」 、 「又阿蘭陀人洛東通行の時、東方（ひがしかた）の茶店にやすらひけるも流例になりしとぞいふ」とある。見開き 「祇園二軒茶屋」図（竹原信繁画）には、若い娘の包丁さば に驚くオランダ人の様子が描かれ、 「阿蘭陀か細工にい ぬ我国の 豆腐のやハらかな音」の和歌が挿入されてい
）（1
（
。
『大学
　
和字旁訓』
『大学
　
和字旁訓』はライデン大学日本学講座教授ホフマ
ンが文久二年（一八六二）にオランダに留学した幕府洋書調所教官の津田真一郎（真道）と西周助（周）の協力を得て、日本の『大学
　
朱熹章句』訓点本（版種不明）をオランダ植
民省の漢字仮名活字を用いて翻刻刊行した漢文教科書である。漢文テキスト篇（
P
art I ）とローマ字版読み下し篇（
P
art 
II ）の二冊からなり、ライデンの東洋学専門書店ブリル
（
E
.J.B
rill ）社が一八六四年に発売した。洋学文庫所蔵本は日
欧交渉史の研究家渡辺修二郎 旧蔵にか る。
P
art I
は和洋折衷の洋装本である。右開きの表紙は和本に
ならって中央の匡郭内に表題を縦組みに印刷している。表紙の次葉の標題紙（図
11）は表紙の表題をそのまま標題とし、
標題紙の次の二葉は津田真一郎と西周助の序文からなる。津
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田の序文は和語による筆書きを石版印刷したもので、大和魂を発揮している。石版はホフマンの要請によるものであろう。左記に翻字する。 「高国寺堀」は宿舎のあっ ライデンの運河ホー フランセ・ケルクフラハト（
H
ooglandse 
K
erkgracht ）のカルク（翻訳借用）である。
れいてんの博士よはんほふまんぬしこたひかたかな本の大学をこゝのふりにすり巻にものしておのかめをもひとわたりとこはるゝによりてみれはうゑもしのあやまりなくもとのよりハ中々 あさやかにうるはしかくいふは日本美作御家人津田真一郎行彦時に文久の三年八月十二日れいてんの高国寺堀のやとりにしるす
西の序文は左記のとおり、白文を活版印刷にしている。
和蘭大学士副福満氏所刊行之大学原本係日本刊本。活字彫刻明亮駕原刻。余亦与校焉毫無紕繆。日本
　
文久
　
三年八月
　　　　　　　　　
西周助
　
勤題
本文は漢数字（一
〜
廿六）でパジネー
ションを施し、縦組みの漢文テキストである。左開きの裏表紙は枠内に英 書名を印刷し、次葉裏から見開き左右対照で、蘭英両語による標題紙とホフマンの序文（
pp.
[II]-V
）が続く。英語の標題紙は上掲の通
りである。
本書は欧州日本学の歴史と日欧文化交流
史の観点から、二つの重要な意義 持つ。第一に、欧州 最初に作られた漢文訓読法を学ぶための教科書であり、日本文化を理解する上で必要不可欠な漢文知識を漢学育ちの留学生、津田と西が欧州人 初めて本
図 29　大学　和字旁訓　標題紙（扉）
［32781］　　　　　　　
THE GRAND STUDY / (TA HIO OR DAIGAKU) 
/ ― / PART I. / THE CHINESE TEXT WITH　
AN INTERLINEARY JAPA- / NESE VERSION, 
/ EDITED BY / Dr. J. HOFFMANN. / LEIDEN, 
/ ON SALE BY E.J. BRILL. / （111.
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格的に教えようとしたことである。しかもテキストは儒教的人文主義の古典が採用された。第二に、校訂を担当した二人が本書に寄せた序文で賞賛しているよう 本書には優れ漢字仮名活字と高度な印刷技術が用 られたことである。オランダ植民省の活字はホフマンの指導のもとにアムステルダム・テットローデ 鋳造所（
L
ettergieterij A
m
sterdam
 
T
etterode ）が製造した、いわゆるホフマン活字であり、オ
ランダの東洋学を推進したホフマンの意気込みが感じられる。
3　
香道と蘭学
『香道秋の光』
香は密教とともに中国から日本へ伝わった。しかし、香道
の成立は遅く、ようやく桃山時代に始まり、江戸時代十八世紀前半に普及し
た
）（1
（
。享保十八年（一七三三） 、大坂の香道家
大枝流芳が京、大坂 江戸の三都の書林から出版した香道入門書『香道秋の光』の自序に曰く、本書ではすでに世に行われている志野流、米川流 香道具や組香ではなく、 「此道やんごとなき御家の法を伝へ聞し其かたち寸法ま を図して」香道具の作り方を初心者や遠方の人のために示す。組香も志野流、米川流のものではなく、 「中古組十品」には「中
古の人の組みをける名高く面白き組を撰びのせ」 、 「新組十品」には「近頃人々の組みをけるを集めて余が組る所の組香を添」えたという（京都大学文学部図書館所蔵本による） 。こうした新機軸の入門書の出版を通して、当時の香道流行ぶりがうかがわれる。大枝流芳は需要に応え 続々と香道書を著した。平賀源内の火浣布発見
香道と蘭学を結びつけたのは物産家にして戯作者の平賀源
内であった。源内は明和元年（一七六四）博物学者の中川淳庵と秩父山中で「火浣布」を し、 「火浣布」で香敷を作ることに成功した。火浣布は漢語で、火で浣（あら）うことのできる布を意味 、アスベスト 指す。香敷は銀葉ともいい、香道で灰の上に置き香を焚くのに用いる方形の小片で、普通、雲母片で作る。中国では隔火という。
源内は火浣布で作った香敷を青木昆陽に頼んで、こ 年江
戸に来たオランダ商館長ヤン・クランス一行に見せたり、長崎の中国商人への販売を試みたりして、その経緯を述べた『火浣布略説』 （一七六五）を刊行し、火浣布ブームを引き起こした。最初の蘭学通俗書、後藤梨春の『紅毛談（おらんだばなし） 』 （一七六五）もエレキテルとともに、火浣布 取り上げた。
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源内は『火浣布説略』に先だって宝暦十四年（一七六四）
三月に著した「火浣布説」において、 「右火浣布日本は申におよばず、唐土、天竺、紅毛にても開闢以来出不申」と自分の発見を誇示し、火浣布の珍しさ、得難さを強調するための典拠として、 『香道秋の光』の書名を挙げた。
香道秋の光に遵生八牋を引て曰く、隔火は銀銭、雲母片、玉片、砂片、倶に可なり。火浣布、錢の大さの如き者を以て、銀鑲周囲して隔火 作る、猶得難し
）（1
（
。
しかし、源内の引用はいささか不正確である。典拠は『香
道秋の光』の付録として刊行された巌信著 志』であった。その「香器類」の章の「隔火」項目に次のような説明がある（京都大学文学部図書館所蔵本による） 。原文は訓点付きの総ルビの漢文であるが、読み下して引用する ルビ 適宜省略した。傍線は引用者。
隔火（右ルビ：カウシキ、左ルビ：ギンヨウ）
銀銭、雲母片、玉片、砂片、倶ニ可ナリ。火浣布ヲ以テ、錢ノ大サノ如クナル者、銀鑲周囲シテ隔 （カククハ）ニ作ル。猶得難シ。凡ソ隔火ヲ蓋（オホ）フトキハ則チ炭滅（キ）ヘ易シ。爐ノ四圍ニ筋（ジヨ）ヲ用ヒ直
チニ数十眼ヲ
搠（サク）ス。以テ火気ヲ通ス。周転
方
（マサ）ニ妙ナリ。爐中火ヲ断ズ可ラズ。即チ香ヲ焚カズ、其レヲシテ長ク温ナラシメ意趣有リ。且ツ灰燥（カワ）クトキハ燃ヱ易シ。之ヲ霊灰ト謂フ。其ノ香ノ尽余塊（タキガラ）磁盒（ヤキモノカウバコ）或ヒハ古銅盒（コドウノハコ）ヲ用ヒテ
収メ起（ヲ）ク。又火盆（ク
ハボン）中ニ投 可シ。衣被（イヒ） 薫培セヨ。遵生八牋
巌信は漢籍に明るい学僧と思われるが、伝記不明である。
孫引きした源内はこの項目の末尾に典拠として『遵生八牋』の書名があるところから、 『遵生八牋』に火浣布製の香敷の記事があると信じたようである。 『遵生八牋』は高濂（こうれん）の著した明末の日用百科事典で、書名は養生あるは人生を豊にするための八篇（牋） 、という意味である。その巻十五の燕間清賞牋に「焚香七要」の章があり、第五項に確かに「隔火」の説明がみえる。 かし、管見に入った版を見るかぎり、火浣布で隔火を作 記事は全くない。巌信の右の引用文中、傍線部は『遵生八 』の増補版で重 り 確認できるので、巌信の利用した版については後考に待ちたい。
源内が漢籍から得た火浣布説はこのように間接的で文献学
的な根拠を疑われるものであったが、西洋 火浣布説につ
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ても、源内は商館長ヤン・クランスに随行してきたオランダ通詞の楢林重右衛門や今村源右衛門からの耳学問によって、火浣布はオランダに産せず、往古トルコに産したが今は産しないことを教えられ、ラテン名やオランダ名、火浣布記事を載せる蘭書の名前を知ったに過ぎなかった。源内の「火浣布説」に曰く、
火浣布之名をラテイン語にて、アミヤントス又アスベストスとも申候。ラテイン語と申は紅毛国之古語にて御座候。当時之紅毛詞にては、ステイン、フラス、又アールド、フラス共申候由、紅毛人共申候。尚亦大通詞源右衛門方にて紅毛之事を詮議仕候処、シカツトカンフル、デルケ子イシヱン。ナテユール、コンデキサアカ ウヲイト。一名レキ コ 、ハン、ウヲイトと申書に出居申候
）（1
（
。
ここで「アミヤントス」は
am
ianthus 、 「アスベストス」
は
asbestus 、 「ステイン、フラス」は
steen-vlas （石亜麻の
意） 、 「アールド、フラス」は
aard-vlas （土亜麻の意）に相
当する。また、今村源右衛門が火浣布記事を見出した蘭書は、 ヨハネス・ヤーコブ・ウォイト著『医薬宝函』 （
Johannes 
Jacob W
oyt, G
azoph
ylaciu
m
 M
ed
ico­P
h
ysicu
m
 of S
ch
at­
K
a
m
er d
er G
en
ees­ en
 N
a
tu
u
r­K
u
n
d
ig
e Z
a
a
k
en
. 
A
m
sterdam
, （11（ ）であった。この薬物辞典は十八世紀後半
からしばしば舶載され、当初はオランダ通詞が重宝し、仲間同士で単にレキシコンといえば、この「ウォイト辞書」（lexicon van W
oyt ）を指していた。蘭学が勃興した安永天
明期には江戸でも蘭学者が利用するようになったのである。
現存する古渡りのウォイト辞書で舶載の最も早いものは、
オランダ商館付き外科医で明和五年四月二日（一七六八年五月十七日）京都で客死したヤン・フラ ソワ・デ・ハウト（Jan F
rancois de H
out ）の旧蔵本であ
る
）（1
（
。現在、松浦史料
博物館に松浦静山旧蔵本（図
11）として伝わるもので、デ・
図 30　ウォイト　医薬宝函　標題紙
 松浦史料博物館所蔵　
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ハウトのラテン語書き入れと蔵書印「
F
D
H
」 （円印）および
オランダ通詞吉雄幸左衛門の蔵書印「
josiw
o 」があるところ
から、吉雄がデ・ハウトの生前か死後にこれを入手したことが分 る。 「
A
m
ianthus, A
sbestus, steen of aard­vlas 」項目
を含め、一五七項目にわたって赤通し（不審紙）が付けられており、早く 七六〇年代から長崎で蘭方医学塾を経営していた吉雄の医薬研究資料として貴重である。前野良沢訳「火浣布」
平賀源内の「火浣布」発見から十年後、前野良沢（一七二
三
〜
一八〇三）を指導者とする医師グループが『解体新書』
（一七七四）を翻訳し、蘭方医杉田玄白が出版した。これを契機に江戸で蘭学が勃興すると、良沢 桂川甫周、中川淳庵、森島中良、大槻玄沢、宇田川玄随 徳川頼徳（よりやす）ら蘭学グループは、西洋医学だけでなく博物学、地理歴史、天文測量の研究にも取り組んだ。紀州徳川家の九男頼徳はエレキテルをはじめ、幅広い関心の持ち主だった。当時入手困難な珍品として評判となっていた「火浣布」も彼ら蘭学グループの探求心の対象となった。
なかでもオランダ語読解力が抜群でラテン語やフランス語
も研究した良沢 、ウォイトの他 ボイス編訳『新修 芸百科事典』と「諸術秘蔵」のアスベスト記事などをもとに、オ
ランダ語の原文から漢訳「火浣布」 （一七八三年頃か）を著し、火浣布の名称、産地、種類、形状、薬効を第一図から第五図までの挿図付きで説明している。
この訳稿は宇田川玄随（名は晋（すすむ） ）が蘭学グルー
プの訳稿を編集した「蘭畝俶載」 （早稲田大学洋学文庫および牧野文庫所蔵）に収録されており、訓点付き本文八五〇字余、挿図も含めて三丁余 分量である。末尾に 晋按ずるに此篇に訳する所、皆な諸術秘蔵、医学宝函、及び斐斯（ボイス）等
の説に拠る。而して此の図は諸術秘蔵に出づ」 （原漢
文、傍線は引用者）と玄随が典拠を説明してい 斐斯とはボイス編訳『新修学芸百科事典』であり、そ 第一巻（一七六九）の「アミアントス」 （
A
m
ianthus ）および「アスベス
トス」 （
A
sbestus ）項目
 が利用された。
玄随が「諸術秘蔵」と呼んだ蘭書は、オランダのフラーネ
ケル市長を務め医学博士でもあった著述家のウィレム・ファン・ラーナウ（一六七〇頃〜一七二四）が編集した隔月刊雑誌『博物・学芸・技芸陳列館雑誌』
W
illem
 van R
anouw
, 
K
abinet der natuurlyke historien, w
etenschappen, konsten en 
handw
erken. A
m
sterdam
, （1（1-（111. であった。合冊装丁さ
れた揃い本は小型八つ折り判、索引巻を含めると全九巻となる。古代ギリシア・ローマ時代から十八世紀初 までの西洋博物書の内容を分かりやすく要約して紹介した啓蒙書であ
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る。この雑誌は動物、植物、鉱物のうち特に鉱物が詳しく、アスベスト記事は第八巻の一七二三年一月・二月号の第一八節から第二九節まで（
pp. 11-11 ） 、十八ページ分を占める。
洋学文庫の『諸術秘蔵』
良沢が「火浣布」の翻訳に利用した三書のうち、ウォイト
の古渡り本は前述の松浦史料博物館本のほかに、杏雨書屋所蔵本（京都江馬家旧蔵本）がある。また、ボイスは本稿で紹介した神田外語大 洋学文庫本の他に、江戸時代舶載本がいくつか伝わっている。しかし、ラーナウ『諸術秘蔵』の古渡り本はこれまで伝存が知られてこなかった。
筆者は二〇一五年十月本学洋学文庫を訪れ、初めてラーナ
ウの古渡り本を確認した。若林正治氏コレクション ひとつである。スモール・オクターヴォ版全九巻 うち、第二巻と索引巻の第九巻が欠けた不揃い本であった。装丁は羊皮紙装で、各巻背表紙に 号を示す数字が墨書されている（図
1（） 。
七巻を隙間なく収納できるように特別に仕立てた木箱の蓋
には、白い方形の和紙が貼られ、その上に「オランダ博物叢書」と墨書した赤紙 付箋 重ねて貼り付けられていた。各巻とも虫損が激 く、虫損のため綴じ目が崩壊 て、しばしば折帖が表紙から遊離し かなりの錯ペ ジ 見られた。これは虫損で剥離した紙葉が後に何らか 事故で表紙か はず
れた際に、オランダ語を解さない人が誤った位置に紙葉をもどし めと思われる。その後、慎重に細心の注意をはらって調べた結果、左記の書誌的特徴を確認した。《第一巻》
　
背表
紙上部にハーフタイトルによる「N
A
T
U
U
R
 / E
N
 
/
K
O
N
S
T
-
K
A
B
IN
E
T
」との
インク・ペン書き、下部に算用数字「
（． 」の墨書
がある。折り込み
図版五枚（
T
ab.I
〜
T
ab.V
）があり、裏表紙見返しの貼付し
た紙片に「初巻／丁数五百五十六／画図五丁」の墨書があ
図 31　ラーナウ　諸術秘蔵（コンストカビネッ
ト）［33321］ 　　　　　　　　　
図 32　諸術秘蔵　第 1巻
　　　標題紙［33321］
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る。ハーフタイトルと口絵あり。収録の一七一九年一月・二月号の標題紙（図
11）は刊記に
A
m
sterdam
,B
althazar 
L
akem
an, M
D
C
C
X
X
X
　［
（111 ］とある第二版（
T
w
eede 
D
ruk ）であるが、一七一九年三月・四月号、五月・六月）
の標題紙の刊記は
A
m
sterdam
, H
endrik Strik, M
D
C
C
X
IX
［
（1（1 ］である。
赤通し（不審紙）が四カ所にある。いずれも章題に付けら
れたもので、各章題は「博物誌のさまざまな種類と博物誌著述家の相違について」 （
p.（11 ） 、 「よく知られたすべての動物、
鉱物、植物などを記載した総合的博物誌の著者たちについて「V
an de algem
eene N
atuurlyke H
istorischryvers, dew
elke 
in haare w
erken te gelyk van alle de bekende D
ieren, 
B
ergstoffen, G
ew
assen enz. hebben geschreven. 」 （
p.（11 ） 、
「博物誌の古さについて、最初にヘブライ人の博物誌について」 （
V
an de O
udheid der N
atuurlyke H
istorie, en eerst van 
die der H
ebreërs. ） （
p.111 ） 、 「最初の博物誌著述家神人モー
ゼの生涯につい」 （
van het L
even van de eerste 
N
atuurlyke H
istorischryver, de M
an gods M
oses. （
p.111 ）
である。 （第二巻、欠本）《第三巻》
　
背表紙に「
1」の墨書。口絵あり。ハーフタイ
トルは欠落。口絵あり。標題紙の刊記は
A
m
sterdam
, 
H
endrik Strik, （111. 一七二〇年一月
〜
六月の半年分を収録。
折り込み図版は
T
ab.X
I
および
T
ab.X
I
〜
T
ab.X
V
II
の六枚が
あり、
T
ab.X
II
は欠落。
《第四巻》
　
背表紙に「四」と「
1」の墨書。ハーフタイト
ルと口絵はなし。標題紙の刊記は
 A
m
sterdam
, H
endrik 
Strik, （111. 一七二〇年七月〜十二月分を収録する。
p. （11
お
よび
p.111
にそれぞれ欠落ページ（
pp.（11-（11, pp.11（-111 ）
を漢数字で記した和紙が挿入されている。図版は
T
ab.X
V
III
一枚のみあり、他の図版三枚（
T
ab.X
IX
〜
T
ab.X
X
I ）は欠
落している。《第五巻》
　
背表紙に「五」と「
1． 」の墨書。ハーフタイ
トルなし。口絵と標題紙あり。表紙見返しに「初画壱枚／図画五枚」の貼紙がある。標題紙の刊 は
A
m
sterdam
, 
H
endrik Strik, （11（. 一七二一年一月
〜
六月分を収録。図版
は五枚（
T
ab.X
X
II
〜
T
ab.X
X
IV
, T
ab.X
X
X
, T
ab.X
X
X
I ）あ
り、五枚（
T
ab.X
X
V
〜
T
ab.X
X
IX
）欠落している。挿入紙
片（
p.1（ ）に「カヽヲ木」の墨書がある。
《第六巻》
　
背表紙に「
1」の墨書。ハーフタイトルなし。
口絵と標題紙あり。標題紙の刊記は
A
m
sterdam
, Z
. M
oelé 
en J. de R
uiter, （111. 一七二一年七月〜十二月分を収録。図
版三枚（
T
ab.X
X
X
II
〜
T
ab.X
X
X
IV
）あり。巻末
pp.111-111
および目次（
K
O
R
T
E
N
 IN
H
O
U
D
）が欠落している。裏表紙
見返しに貼付の付箋に「え五枚」とある。
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《第七巻》
　
背表紙に「七」と「
1． 」の墨書。ハーフタイ
トルなし。口絵と標題紙あり。標題紙の刊記は
A
m
sterdam
, 
B
althazar L
akem
an, （111.
一七二二年一月
〜
十二月分を収録。図版は七枚（
T
ab.
X
X
X
V
, T
ab.X
X
X
V
I, T
ab.X
X
X
V
III
〜
T
ab.X
L
II ）あるが、
T
ab.X
X
X
V
, T
ab.X
X
X
V
I
の二枚は遊離しており、本来第六
巻にあるべきものである。図版
T
ab.X
X
X
V
II
が欠落してい
る。《第八巻》
　
背表紙に「八」と「
1」の墨書。ハーフタイト
ルと口絵を欠く。標題紙の刊記は
A
m
sterdam
, B
althazar 
L
akem
an, （111. 一七二三年一月
〜
七月分を収録。 「題画壱枚
／図画四枚」と墨書した挿入 がある。図版は四枚（
T
ab.
X
L
III
〜
T
ab.X
L
V
I ）ある。 （第九巻、欠本）
以上、七巻のうち口絵は第一巻、第三巻、第五巻、第六
巻、第七巻に認められ、同一の口絵である。第一巻のハーフタイトルの裏ページにある「口絵 説明」 （
V
erklaring van 
de T
itel-P
rent ）によって絵解きをすると、日輪を頂いた女
神は「真理」 （光） 、羽を付けた女神「歴史」 （
H
istorie ）の
膝に立てられた書物は「自然」 （
N
atuur ）を表す。コンパス
（
passer ）と数学書（
w
iskonsrtige M
ethode ）をもつ女性は
「実験」 （
proefkundige E
rvarentheid ） 、左奥の陰に押し込ま
れたロバ耳の老人 偏見」 （
W
aanw
ysheid ）を表す（図
図 33　第六巻　口絵［33321］
図 34　カカオ図［33321］
図 35　付箋「カヽオ
　　 木」［33321］
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11） 。欧州啓蒙期の学問観をよく表現した口絵である。第五巻のカカオ図（図
11）および「カヽオ木」の付箋（図
11）は江戸時代の カオ知識に関する貴重な資料である。天
明五年に福知山藩主朽木昌綱が商館長ティチングからワインマン『植物図譜』 （一七三六
〜
四八）を入手しており、当時
その見事な銅版彩色図版を通してカカオ知識の受容が始まった可能性がある。しかし、その確かな証拠はこれまで得られなかった。『諸術秘蔵』の伝来と旧蔵者
二〇一六年九月、 「カカオ」の付箋とカカオの折り込み図
版のある第二巻、およびアスベスト記事とアスベストの折り込み図版のある第八巻が専門業者によって修復された。修復の際に、収納木箱の蓋に貼られた赤色付箋（
11）を剥がし
てもらったところ、方形和紙 、 「日」という漢字の墨書（図
11）が出現した。明らかに、明治期に「オランダ博物叢
書」の付箋が貼られる以前、江戸時代に分類記号として付けられたも である。
このように書箱に漢字を割り振る例を他に求めれば、膳所
藩蘭学者黒田麹廬は安政三年、藩校督学の父粱洲の蔵書を引き継ぎ、収納箱に二十八宿の漢字を当てた
）（1
（
。蘭学勃興期の天
明年間には、平戸藩主松浦静山が入手した蘭書に千字文 漢字を割り振ってい
る
）11
（
。 「日」という漢字ラベルが前野良沢と
同時代に付けられたとす ば、蘭書を所蔵した大名クラスが旧蔵者と推定される。良沢自身は高価な蘭書を購入するにはあまりにも貧乏であった
良沢の「火浣布」訳稿の末尾で、宇田川玄随がラーナウを
『諸術秘蔵』と名付けたのは天明年間と推定される。ラーナウのハーフタイトル「
N
atuur- en K
onst-K
abinet 」をもとに
した名訳であるが、玄随はラーナウの所蔵者に言及していない。蘭学者のラーナウへの言及あるいは利用について 八百啓介氏がすでに報告しておられる
）1（
（
。八百氏の挙げられた例に
そってラーナウの所蔵者を考察しよう。
大槻玄沢は天明三年に例言を書いた『蘭学階梯』 下巻、
最後の章「書籍」において、当時の舶載蘭書の主なものを二十一点列挙している。その四番目に「コンスト、カビネト」と見える。これはラーナウをハーフタイトルで呼んだものと判断される。こ の前文には、 「往々舶来ノ群籍
諸家秘蔵
図 36　蓋の付箋
図 37　漢字ラベル
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スル所ニシテ余等既ニ目撃スルモノ数十部ニ及フ近来吾カ輩ノ翻訳ノ業ヲ起スノ際（アヒタ）訳家ヨリ請ヒ受ケテ各々家蔵スルモノ
亦少カラス今其二三ヲ挙テ左ニ記ス」 （傍線、引
用者）とある。すなわち、蘭癖の「諸家」 （大名や有力者）の蔵書や蘭学社中の面々がオランダ通詞から購入した蘭書のリストであって、ラーナウもその他の書物も所蔵者は言及されていない。
次に、絵師で蘭学知識の通俗的啓蒙家でもあった司馬江漢
も「おらんだ俗話」 （一七九八成）で、左記のようにラーナウをハーフタイトルで呼んでいる。しかし こ 場合も所蔵者は不明である。
彼国の人ハ志し異て、人に伝へん事を欲す。蘭書「ホイス」 「ショメール」 「コンストカヒ子ット」なと云書物ハ皆大巻の書也。皆奇器を造る書ニして、画図を入て符合の印を付、手を取て導よふにしたる者也。書面ニ不解所ありても、画図ニて能暁し安 。小等其書中を閲して西洋画并ニ銅版画及彫様、押様、其余数品奇械を造る
）11
（
。
また、八百氏の紹介された史料、馬場佐十郎訳「泰西七金
訳説付録」 （文化十二年、九州大学博物館所蔵、筆者未見）によって、この付録は「コンスト○カビ子ット」から「緊要
タル数条ヲ」抄訳したものであることが分かる。しかし、高価なラーナウを馬場佐十郎が所蔵したとは考えられない。
一方、ラーナウの舶載記録として最も古いものは、ジャワ
から日本に向かう洋上で一七七八年七月二七日に死亡した商館長デュールコープの蔵書売り立て目録（オランダ商館文書N
o. （（111. M
inuut boek A
o （111 tot （111 ）であろう。同年
十月十二日、出島で作成されたこの目録の四番目に、 「
R
anau
［
sic ］ ’t konst cabinet 1. deelen 」と書名が見える。購入者は
商館長フェイトである
）11
（
。この事実から、良沢が使用したラー
ナウはフェイトが一七七九年（安永八）四月あるいは一七八一年（天明元）の参府時に江戸にもたらしたと推定される。
蘭学勃興期におけるラーナウの日本人旧蔵者としては、ま
ず、幕府医官で蘭学者の桂川甫周が候補に挙げら る。森島中良は『紅毛雑話』 （一七八七）の「火浣布」の章で、兄の甫周が江戸に来たフェイトと火浣布を見せ合うなど、親 く交流した模様を活写している。甫周は良沢の門人であり オランダ語によく通じていた。しかし、ラーナウを収めた木箱の蓋に付けられた漢字「日」のラベルがオ ンダ語 通じ甫周 ものとは考えられない。
甫周や良沢と同じ蘭学グループに属し、交流のあった大名
クラスの人物といえば、良沢の門人でパトロンでもあった、凰翔公子（ほうしょうこうし）こと紀州徳川家の九男頼徳
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（よりやす、一七五九
〜
一八〇二）である。頼徳は天明年間
に甫周の指導を受けながら、ボイス（爸乙悉）の万能薬テリアカ（
T
heriaca ）項目を漢訳してい
る
）11
（
。天明四年（一七八
四）に頼徳と知己となり交友した松平定信は「紀藩の庶公子松平唯之進朝臣は英雄なり」 （ 『宇下人言』 ）と高く評価している。洋学文庫本ラーナウの旧蔵者ではないだろうか。
頼徳は寛政五年（一七九三）桑名松平家に藩主として迎え
られ、松平下総守忠和 ただとも）と改名した。号を澹寧斎という。早稲田大学図書館所蔵延岡内藤家旧蔵の前野良沢訳稿集「七曜直日稿・金石品目・火浣布考・和蘭説言略」に「澹寧斎図書記」の蔵書印が捺されている。しかも、ここに収録の「火浣布考
　
前野良沢述」は宇田川玄随編「蘭畝俶
載」 録の漢訳 火浣布」と異なり、漢字片仮名交じ の読み下し文体で書かれており 漢訳以前の翻訳草稿の写し 認められる。良沢と頼徳の師弟関係を物語る資料である。 。良沢が「火浣布 訳に使用したラーナウの底本は紀州徳川家の九男頼徳の蔵本、すなわち洋学文庫本ではないだろうか。
過去三十五年近くにわたる舶載蘭書調査で、頼徳の旧蔵蘭
書と確認できたものは、 京都大学附属図書館所蔵（
III-1-H
-11 ）
にかかる、 「澹寧斎珍 」との蔵書印を捺したハルマ『蘭仏辞典』第二版（一七二九）一冊のみである
）11
（
。残念ながら書箱
のない裸本である。このハルマ 幕末に膳所藩儒黒田粱洲と
その子、 『ロビンソン・クルーソー』の本邦初訳『漂荒紀事』の訳者として知られる洋学者黒田麹廬の所蔵となり、その子孫から昭和二年に京都帝国大 附属図書館に寄贈された。文政五年（一八二 ）京都の蘭方医小森桃塢に入門し蘭学を志した粱洲が入手したと思われる。この羊皮紙装丁 「澹寧斎珍蔵」ハルマは洋学文庫のラーナウ同様に虫損が激しい。両者の虫損に関連があるかもしれない。
4　
前野良沢「火浣布」翻訳の検討
良沢は「火浣布」翻訳にあたって、ボイス、ウォイト、
ラーナウ、三書のアスベスト記事をどのように利用したのか。どの部分をどのように訳したのか、その実際を以下に検討しよう
）11
（
。
ボイスの利用
最初に、良沢が最も依拠したボイスの「アミアントス」と
「アスベスト」の二項目を全訳し、良沢が利用した箇所に、アルファベットの大文字とともに傍線を付け、それに対応する良沢の漢訳の読み下しをアルファベットの小文字を付けて掲げ 。
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アミアントス（
A
m
ianthus ）　
博物学用語。繊維質で
折り曲げることができ弾力性のある物質。短く粗い繊維からな 、一般にアスベスティ（
A
sbesti ）と呼ばれる
化石類の一種である。
アミアンティ（
A
m
ianthi ）にはいくつかの種類があ
る。 （Ａ）
灰緑色で短く粗い繊維組織のものは薬屋で見
られ プロイム・
アルム（羽毛状明礬）と同じ物であ
る。
アミアントスの特性には実に驚くべきものがある。鋼
鉄をかけても発火しないし、強水をかけても沸き立たない。火の中に入れてもその組織に少しの損傷もなく、どんな高熱にも耐える。（Ｂ）
この鉱物はキプロス（
C
yprus ）島に産し、これ
を灰汁に浸けてインディゴとと に煮ると、貧弱な部分が失われる。そのあとを槌でたたくと柔らかくなり、糸に紡ぎ櫛で梳くことができるようになり、布にすることができる。これを火の かに入れても燃えない。しかも、このやり方でのみ清浄にできる。
古代人、とくにバラモン（
B
rachm
annen ）は死体を
焼き、その遺灰をよりよく保存するためにこれを用いたという説がある。しかし、こ は考えられない 古代人はこれについて言及していないし、こ ような使 方を
するほどアミアントがあふれるほどあったわけではないからである。（Ｃ）医学では頭髪を除去する薬の成分として用いる。解毒薬として良く効き、疥癬を治療するにも良いといれる。
しかし、レムリー（
L
em
ery ）氏は薬効はないと
いう見 である。図版
X
V
III
の小図三を参照。
（ａ）此の石色白（しろく）して緑を帯び光沢あり。
石決明の如し。其の石理、束糸文を成す。
（ｂ）製法に二有り。第一は止波里（シヘリ）の法、
第二は単
得（タンキユツト）の法たり。 （中
略） 一の法、灰水を用て
靛
花（あいばな）
を加へてこれを煮る。其の糸条、枯燥せるが如く益々細繊の状 成すを候て、軽手に徐徐としてこれを椎打すれば則ち鬆解し 糸の如し。廼ち櫛 以て梳理して紡績す可からしむ。終に織りて以て布と為す と 致 火を以てこれを焼き、一箇の潔白石布 成すなり。
（ｃ）一に云く、此の石効用あること鮮（すくな）
し。凡そ医方中これを用る者希なり。
アスベストス（
A
sbestus ）　（博物学）繊維質で折り
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曲げることができ、不可燃性の弾力ある物体で、一本の直行する単繊維からなっている。アスベストにはさまざまの種類がある。アスベストは古代人によく知られており、古代人がこれを糸に紡ぎ それから布をつ 技術を熟知していたことは疑いない。 （Ｅ）
ローマのチアン
ピ氏（
Signior C
iam
pi ）はこれを用いて数種類の布を織
ることに見事に成功した。彼はこの鉱物を水に浸け、手で解きほぐし、羊毛のように柔らかく櫛をかけ、細心の注意をはらって梳き櫛から糸を紡ぎ出した。それを他の糸と一緒に織り込んで布としてから、火に投じると アスベストの組織が残った。
ロンドンの博物館（
M
useum
）にはアスベスト製の筆
記用紙が所蔵されてい 。 （Ｄ）
上述の鉱物類は大タル
タリア（
G
root T
artaryen ）の南部にあるタングート
（
T
angut ）王国に産する。
（ｄ）第二は単
得（タンキユツト）の法たり。
（ｅ）第二法。先づ諸（これ）を水に浸し、時を経
て手を以てこれを擘（さ）き、従（つ）いでこれを捫揉すれば則ち条分縷折して漸く繊細を成し、毿毿（さんさん）として獣毛の如し。廼ち雑（まぜ）るに尋常の麻糸を以 し 媒
して紡績を成す。已に糸と為ることを得れば、旋（やや）織りて布と為す。諸（これ） 烈火に投じて、これを焚灼すれば則ち有 所の麻糸尽く灰 、其の存する所の者は独り皓然たる一純石布を余すのみ。再び水を以てこれを洗浄す。
以上の比較対照によって明らかなように、良沢の最大の誤
解は、 （Ｅ）にみえる「チアンピ氏」 、正しくはジオヴァンニ・ジウスティノ・チアンピニ（
G
iovanni G
iustino 
C
iam
pini, （111-（111 ）によるアスベスト布製法を第二の製法
として訳出する際に、 （Ｅ）にみえる スベストの産地タングート王国の製法としたことである。また、訳文（ｅ）は原文をはなれた修辞的な表現が際立つ。（Ｃ）の末尾にみえるレムリーの見解はフランス人薬剤師ニコラ・レムリー（一六四五
〜
一七一五）の『単味薬物事
典』
  （
N
icolas L
ém
ery, D
ictionnaire universel des drogues 
sim
ples. P
aris, （111. ）およびその蘭訳（
N
icolaes L
em
ery, 
W
oord
en
boek of algem
een
e verh
an
d
elin
g d
er en
kele 
droogeryen. R
otterdam
, （111. ）の
A
m
iantus
項目に見える見
解である。この蘭訳は舶載され、桂川甫周国瑞にその抄訳「和蘭薬撰」 「独禄傑列印本草訳」があるが、
A
m
iantus
項目
ブック 1.indb   193 2017/02/24   11:39:37
194
は訳出されていない
）11
（
。
ウォイトの利用
良沢はボイスについては「斐斯（ボイス）亜密安都私（ア
ミアントス）ノ一条」 「斐斯（ボイス）亜私別私都私（アスベストス）ノ一条」と注に断って典拠を示しているが、ウォイトについては明示していない。典拠に利用されたウォイトの「アミアントス」項目全文の拙訳を左記 掲げ、前節と同じように、良沢の訳文と対照させよう。ただし、 「アミアントス」項目末尾 あるアミアントス軟膏の処方は省略して訳出しない。
（Ｆ）
アミアントス（
A
m
ianthus ） 、アスベストス
（
A
sbestus ） 、ステーン・
フラスまたはアールド・
フラ
ス（
steen of aard-vlas ）は繊維質で暗緑色、羽毛状の鉱
物であり、羽のように互いに引き裂くことができる。（Ｇ）
火で焼き尽くすことはできないが、より白く清浄
になる。
大抵はインド諸国（
Indien ）やトルコ
（
T
urkyen ）の産である。 （Ｈ）
古代ローマ人がこれから
燃えない亜麻布（
lyn-w
aad ）を作った、かの石である。
彼らは王侯貴族の遺体を中に入れて燃やし、遺灰を保存した。
（Ｉ）
これを糸に紡ぎ、ついで布を作り、火で燃
えることなく、より白く清浄になるに至ったとしても、これは大いなる謎（
arcanum
）のままである。 （Ｊ）
医
学では婦人の白滞下（こしけ）の治療に用いられる。薬局にはアミアント擦剤（
linim
entum
 de A
m
iantho ）が
見られるが、これは頭部の疥癬に用いられる。また、これを用いて、火傷をしないように手 塗る別の軟膏を作る。
（ｆ）亜密安都私（アミアントス）は即ち石麻なり。
和蘭これを亜密安都（アミヤント）と謂ふ。又た私的員弗剌斯（ステエンフラス 云又た亜尓独弗剌斯（アヽルトフラス）と云ふ。私的員（ステエン）は石なり。弗剌斯（フラス）は布なり。亜尓独（アヽルド）は土なり。
（ｇ）其の垢（あかづ）き汚るゝに至りては則ち炎
火に投卑してこれを焼く。其の潔白、猶を水もてこれを浣濯するがごとし 西書に見ゑたり。
（ｈ）古昔暹馬 ローマ）国に此の布を器具に用ゐ
る者あり。
（ｉ）凡そ此の布、垢 あかづ）き汚（よごる）れ
ば火に投じてこれを焼く。其の垢尽く滅し、
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粲然として潔白、更に其の故に倍す。猶を水もて浣濯するがごとし。
（ｊ）亜密安都私（アミアントス）諸毒を解し、頭
垢を去り、白滞下を治す。軟膏 調して以て手に塗るは熾炭を握りて灼爛せず。其の膏方を著（しる）さず。
ボイスの記事の利用のされ方と比べると、良沢は誤訳を恐
れず、このウォイトの短い記事をより積極的に利用している。これはウォイトの文章がボイスの文章よりも理解 やすかったからであろう。しかし、 （Ｈ） （Ｉ）の原文は良沢には難しく、原意を取り損ねている。 （ｇ） （ｉ）に共通する「猶を水もて（これを）浣濯するがごとし」という比喩表現は原文の「より白く清浄になる」を強調す ための修飾である。良沢は（ｊ）の末尾に「其の膏方を著（しる）さず」と注記している。これは原文のラテン語によ アミアントス軟膏処方を理解する とができな ったためであろう。ラーナウの利用
良沢はウォイトと同様に、ラーナウについても典拠とした
ことを伏せている。良沢が用いた挿図五図のうち四図はラーナウ第八巻一七二三年一月・二月号の折り込み銅版図版二枚
が典拠である。すなわち、図
11に示した図版第四三図（
T
ab. 
X
L
III ）の最下段右から四箇のアスベスト小図のうち、右端
の小図を除いた三小図（左から
F
ig.（1, F
ig.（1, F
ig.（1 ） 、およ
び、図
11に示した第四四図（
T
ab. X
L
IV
）の左端最上部
F
ig.（ ）が採用されている。挿図と原図 関係を表示すると
左記の如くである。
第一図
　　　
T
ab. X
L
IV
, F
ig.（
第二図
　　
T
ab. X
L
III, F
ig.（1
第三図
　　
（原図未詳）
図 38　第八巻　図版第四三図
図 39　第八巻　図版第四四図
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第四図
　　　
T
ab. X
L
III, F
ig.（1
第五図
　　
T
ab. X
L
III, F
ig.（1
訳文中の挿図参照箇所を抽出して読み下し、挿図（写真は
早稲田大学所蔵本による）と原図（本学の洋学文庫本） 、ラーナウ本文の図の説明を参照しながら、相互の関連を検討しよう。
（ｋ）形状一に横に截（き）れる薄木片を重ぬるが
如し。其の間薄き黒皮有りて隔つ。第一図第二図の如し。
第一図
　
甲乙は其の黒膜を見（あらわ）す。丙丙は細白条緑を帯ぶる者 す。丁丁は黒膜の隔つる所を見す。戊は爪（か）き取る所の者を見す。
ラーナウ原文の説明によれば、
T
ab. X
L
IV
, F
ig.（ （第一図）
は友人で博物収集家のヘンドリック・ファン・ラート（H
endrik van R
aat ）氏が「真正のアスベスト」 （
w
are en 
opregte A
m
ianth ）として著者に贈ってきたものである 良
沢の説明（ｋ）は原文によらず、図の観察結果を記しており、翻訳ではない。左記に原図
F
ig.（
に関する原文の説明部
分全体を訳し、良沢の利用した語句を傍線で示す。良沢の利用は極めて部分的で原文 意味を十分伝えていない。以下、
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引用文末尾の
V
III
は第八巻を示す。
上皮Ａと下皮Ｂは鱗状の黒色、中間のＣ部は薄い黒味を帯びた からなる仕切りを表している。ＤＤ の小さな線条は蚕の素絹よりも微細であり、剥離するとＥに示すように、極 羊毛のようにふさふさとしてい 。ＤＤ部の色
とＥの剥離した
線条の色は薄緑
の滑石と同じか、
あるいはむしろ、真珠色に染めた光沢の る絹と同じである。 （
V
III, p.11 ）
第二図はアスベストの形状が多様であることをしめす図版
四三図（
T
ab. X
L
III ）の中の小図
F
ig.（1
が選ばれている。し
かし、良沢は図版の意図を把握できず、 （ｋ）に見るように第一図と第二図を同類視している。原文の説明には小図は「二個のアスベストを示す」とある。
同図版の下段右端の
F
ig.（1
には、形状の多様性を示す例
として、ルンフィウス『アンボイナ奇品室』 （
G
.E
. 
R
um
phius, A
m
boinsche­R
ariteitkam
er. A
m
sterdam
, （111. ）
から採られたアンボイナ産 スベストが図示されているが、良沢の関心を引かなかったようだ。
（ｌ）其の質、脆軟。これを分解すれば則ち細糸の
如し。繊微の支絡有りて相ひ錯り以て聯結を為す。第三図の如し。
第三図の典拠は不明である。良沢の利用したボイス第一巻
の「アミアントス」項目が参照させる図版十八第三小図（P
laat X
V
III, F
ig.1 ）が若干類似している。しかし典拠とは
判定できない。第三小図を架蔵本によって左に示す。
（ｍ）製して麻枲（まし）の如くにしてこれを貿易
する者有り。第四図の如し。
第四図の原図
F
ig.（1
の原文説明を次に掲げ、良沢の依拠
した語句に傍線を付けよう。
すでに述べたように、古代著作家の報ずるところによ
れば、アミアントは伸ばして房に作られた。それは女性
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の細い頭髪を編むか巻いて房にした形である。このように加工されて、
F
ig.（1
に示した状態で
しばしば売られた
という。 （
V
III, p.11 ）
このように原文では古代ローマで売買された房形のアスベ
ストと説明されているが、良沢はローマ時代のものであるとは読み取れなかった。原文の他所（
V
III, p. 11 ）で、この形
のものは常夜燈（
altyd brandende L
am
pen ）に使われたと
の説明とともに、第四巻（一七二〇）の銅版図版第十八図の
小図（上図参照） （
T
abula X
V
III, 
F
ig.1, F
ig.1 ）を参照させている。
（ｎ）凡そ此の布、垢（あかづ）き汚（よごる）れば火に投じて之を焼く。其の垢尽く滅し燦然として潔白
更に其の故に倍す。猶を水もて浣濯するが如し。第五図の如し。
この説明文はすでに（ｉ）として掲げ、ウォイトの「アミ
アンントス」項目を典拠とすることを示したが、ここで別号の（ｎ）を付けたのは、左記に掲げる原図の説明文の傍線部も典拠とみなすことができるためである。ただし、良沢は原文の構文をよく理解せず、水中の洗濯が引き合いに出された意味を取り違えている。
古代人はこのような石の繊維あるいは毛を十二分に入手して、よく紡いだ後、これから燃えない布（onverbrandelyke linden ）を作った。こうした布は世
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に名高く、好事家たちはそれぞれ自分の博物技芸舘（natuur-en konst-kabinetten ）に一大奇品（
een goote 
rariteit ）としてこれを愛蔵しているほどである。この
布が注目の的となり万人の驚嘆を引き起こしているのは、塵や脂や汚れが付いたり黒ずんだりしたとき、後出の
F
ig.（1
で示すように、他の布のように水の中ではな
く、火の中で洗って清浄にするからである。
（
V
III, 
pp,11-11 ）
十七、十八世紀に欧州で流行した博物奇品室でアスベスト
布が珍品としてもてはやされたことをよく伝える文章である。良沢たち江戸の蘭学者グループも、欧州の好事家たちと同じ趣味で火浣布に注目していたわけである。しかし、良沢は原文から、古代ローマという時代認識や同時代欧州の博物奇品室ブームの情報を得るこ はできなかったようである。
（ｏ）用ひて以て布に織り、或は以て燭心と為すこ
と猶を燈心草を用ひるが如し。或は用ひて紙を製し、以て文字 写す 亦稀にこれ有り。其の用ひて以て布に織る者は、或は手巾と為し、或は卓子を覆被するの布と為す。
ここに紹介されるアスベストの様々な用途はラーナウのア
スベスト記事が典拠となっている。燭心としての用途は原文では、古代ローマの例と近代の例が異なる箇所に挙げられている。二つの例を並べて引用しよう。
ローマ人たちはアミアント製の燈心をランプのなかに置いて火を付けるや、油を切らさない限り燃やし続けることができた。
他に使われていた燈心（
lem
m
etten ）の場
合のようにランプの炎で家を焼き尽く れることがなかったから ある
（
V
III, p.11 ）
アグリコラが語るには、ザクセンとその他あちこち 地方で、アミアント石を巻いて燈心が作られ、古代人の例にならって燈油ラ プに用いられている。また ミアントを清浄にしてほぐし、糸に紡 で
織物を作る。ま
た、ザクセン・ヴィーベルク地方のように、これから卓布（
Servetten ）や手拭い（
hand-doeken ）を作る。ヒエ
ロクレスの証言 よれば、ブラマンすなわちイ ドの哲学者（
B
rachm
anen of Indische P
hilosofen ）たちは自分
たちの服をアミアントで織った石布から作るという。（V
III, p.1（ ）
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後者の近代の例はアグリコラ『化石の本性について』第五
巻（
G
eorgius A
gricola, D
e N
atura fossilium
 lib.v. ）からの
引用であることが脚注に示されている。良沢が「或は以て燭心と為すこと猶を燈心草を用ひるが如し。 」と言う場合、 「猶を燈 草を用ひるが如し」を原文によらな 修辞と考えれば、右の古代ローマの例か、アグリコラの語るザクセンその他の地方の例か、いずれを踏まえているか、判断が難しい。修辞でないとすれば、古代ローマの例を誤解して訳したこになる。 「手巾」と「卓子を覆被するの布」はこのアグリコラからの引用が典拠であることは自明である。
アグリコラがストア派哲学者ヒエロクレス 証言として紹
介している古代インドのバラモン（聖職者階級） 良沢は次のように要約する。
（ｐ）印度の法教を奉ずる者の用ひて以て法服と為
すこと有り。
「法教を奉ずる者」は原文の
P
hilosofen
の訳と思われるが、
良沢は
P
hilosoof がキリスト教世界で宗教者に対立する概念
であることを理解していたかどうか、不明である。ボイスはB
rachm
anne
を
een slag van Indiaasche W
ysgeeren （イン
ドの哲学者の一種）と定義しており、良沢がボイス この項
目を参照した形跡はない。良沢は、先に考察したボイスの「アミアントス」項目に見える「古代人、とくにバラモン（B
rachm
annen ）は死体を焼き、その遺灰をよりよく保存す
るためにこれ 用いたという説」を読んでいたはずであるが、これを採用していない。
筆記用のアスベスト紙は原文ではイエズス会の学僧アタナ
シウス・キルヒャーの『地下世界』 （
A
thanasius K
ircher, 
M
undus subterraneus. A
m
sterdam
, （111 ）の例が紹介され
ている。ここでも博物奇品室の収集品としてのアスベスト紙である。
アミアント石で作られた燃えない布は天産物の愛好家のいろいろな奇品室 目撃されてきた。キルヒャーは、アミアント製の石布はいたるところ、諸侯の陳列舘であふれるほど沢山見られる、自分自身すべてアミアント石できた箱と
アミアント製の燃えない筆記用紙
（
onverbrandelyk schryf-papier ）を持っていると証言し
ている。 （
V
III, p.11 ）
良沢訳「火浣布」におけるボイス、ウォイト、ラーナウ、
三書の利用実態は以上のごとくであるが、左記に掲げる、火浣布の産地と産地別の優劣に関する記述は、現時点で典拠不
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明であり、後考に待ちたい。
此石、欧邏巴の中の諸国に出づ。入尓馬尼亜の中往往に多く有り。又亜細亜の中、印度、単
得、都児格等に出
づ。地中海の東止波里島の産する所を上品と為す。又欧邏巴の中諾尓勿惹亜より出す者にして其の質脆して砕折し易し、これを法児設 私別私都と謂ふ。法児設は仮なり。亜私別私都は即ち石麻の和蘭言なり。自余諸国、尚を多くこれを出す者有り。本邦出す所 亦恐らくは是の類ならん。
「火浣布」翻訳の実際
本章における以上の検討の結果を要約すれば次の四点にま
とめられる。ボイス、ウォイト、ラーナウはそれぞれの原書をさす。一
　
訳文の五割ほどはボイス 「アミアントス」と「アスベ
スト」の二項目に依拠している。両項目 抄訳 編集しているが、文法知識がないため、多くの場合、文章の構造に即することができない。とくに「アスベスト」項目では近代ローマの製法をタングート王国の製法と誤解した。
また、しばしば、原文を省略したり、原文から離れ推測
による修飾的説明を加えたりする 全体として、当たらず
といえども遠からずという不正確な翻訳といえる。
二
　
ウォイトの「アミアントス・アスベストス」項目は大部
分が利用されている。古代ローマでのアスベスト利用法の部分は原意を把握できず誤訳し、古代ローマの製法が謎であることが理解できない。ここでも原文にない文飾が見られる。薬効の記載部分は原意をほぼ捉えている。
三
　
訳文の三割ほどは、挿図の第一図から第五図までの解説
がしめている。第三図の典拠は不明であるが、他の四図はラーナウから取られている。これら四図の説明はいずれも原文のごく一部の語句を拾っただけで、 文 意味を把握していない。また、図の説明においても古代ローマの事例であることが理解できな
ラーナウ原文の図の説明以外の部分も利用しているが、
古代ローマの事例とアグリコラ 挙げる近代ドイツの事例を時代的に区別できない。
原文の語句を部分的に抄訳したため、同時代欧州の博物
奇品室におけるアスベスト布ブームが記載されていることを理解できない。
四
　
訳文の末尾で、アスベストの産地と産地別の優劣を論
じ、さらにノルウェー産の「ハルセアスベスト」 （贋アスベスト）の紹介をしている節は典拠不明である
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以上三章にわたる考察を要約し、今後の調査研究の方向を
さぐってみたい。
伝統的な日本文化 おいては、 「いろは」四十七文字に
よって物と言葉を分類、列挙し、情報と知識の伝達、教育に役立ててきた。節用集によって代表されるこの「いろは」文字文化は寺子屋教育の普及 庶民生活に根付き、強固な文化的基盤となった。蘭学の勃興と発展はアルファベット順配列の西洋文字文化と伝統的な「 ろは」文字文化の二重構造を生み出し、この二重構造は明治啓蒙期を経て、近代教育が整備されるまで続いた。アルファベット文字文化への転換は一八二〇年代 蘭学塾における原典主義教育に始まるといってよい。「いろは」文字文化の文学的表現が和歌であり俳句である。十九世紀中頃の欧州を例を取 と、欧州日本学の開拓者レオン・ド・ロニーはパリで和歌文学を講じ、石版によって日本の文字文化を知らしめた。また、ライデンのもう一人の開拓者ホフマンは日本伝統文化の骨格をなす漢学のテキストを自身の開発した漢字活字で印刷した 半世紀遡って文化年間の日本に例を取ると、幕府の蝦夷地取締御用羽太正養がクナシ
リ島でアイヌ風俗を詠じた「蝦夷地歌仙」 、オランダ商館長ドゥーフが京都祇園の二軒茶屋で作った俳句、この二例は我々に一時の安らぎを与える異文化交流史のエピソードである。しかし、羽太とドゥーフはともに、 支配を強化する幕府がロシア、イギリス、フランスの三国を世界的列強として認識し始めた緊張の時代に生きていた。
十八世紀後半、勃興期の蘭学は医学にとどまらず、博物学
的な幅広い好奇心と探究心に支えられていた。火浣布（アスベスト）はエレキテル 同じように、欧州にお ても日本においても、文明の並行現象ともいうべき博物奇品室の流行のなかで、収集と研究 対象となった。日本では 火浣布で香敷（銀葉）を作った平賀源内によって、伝統文化のひとつ香道と蘭学が結び付けられ、火浣布ブームが起きた。そ なかで、江戸 の開拓者、前野良沢はオランダ語事典類のアスベスト項目の翻訳に取り組んだ。しかし、一方で 中国由来の本草学的な知的枠組みのなかで、小野蘭山 代表される日本独自の観察科学的な本草博物学が生まれたものの、蘭学勃興期の蘭学者たちは西洋文法知識と十分 語彙力、そして古代と近代 区別という重要な歴史 持た かっ ため、舶載されたオランダ語の博物書、事典類を正確に読み解くことはできなかった。良沢訳「火浣布」にみる翻訳の実態『解体新書』の翻訳にも劣るほどであった。
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本稿では、洋学文庫資料の書誌的調査の過程で、異文化交
流史という観点から若干の特徴ある資料を選んで考察をすすめた。そのため資料の書誌的記載を十分には行っていない。筆者は書誌的調査を進めるにしたがって、本学の洋学文庫が印刷文化史資料 一大コレクションであるという認識を深めつつある。今後、異文化交流史 観点とともに、印刷文化史の観点も取り入れて さらに調査研究を進めたいと思う。
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